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ス
ト
ッ
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ザ
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死
亡
事
故

あ
な
た
が
交
通
安
全
の
主
役
で
す

問合せ
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℡⑮0110

船橋東警察署
℡㊨0110

交通安全対策課
℡⑱2292

県
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
の
死
者
数
が
、
8
月
2
1

日
に
3
0
0
人
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
に
比

べ
2
9
日
早
い
ペ
ー
ス
で
す
。
市
内
の
死
亡
事
故
は
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
死
者
の
う
ち
半
数
以
上
は
6
5
歳
以
上

の
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
暑
さ
の
残
る
こ
の
季
節
は
、
注
意
力
が
散
漫
に

な
り
が
ち
。
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

県
内
の
高
齢
者
の
交
通
事
故
死
者
は

昨
年
に
比
べ
4
3
・
2
パ
ー
セ
ン

8
月
末
現
在
に
お
け
る
、
県
内

の
交
通
事
故
死
者
数
は
3
1
2

人
。
こ
れ
は
昨
年
の
同
時
期
よ
り

2
9
人
増
え
て
お
り
、
全
国
で
ワ
ー

ス
ト
2
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
6
5
歳
以
L
の
死
者
は

9
1
人
で
、
昨
年
に
比
べ
4
3
・
3
パ

ー
セ
ン
ト
増
加
（
全
国
で
は
2
・

1
パ
ー
セ
ン
ト
）
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
も
、
今
年
に
入
っ
て
か

ら
、
事
故
で
亡
く
な
っ
た
7
人
の

う
ち
、
4
人
は
高
齢
者
で
し
た
。

牛
を
と
る
と
、
反
射
神
経
や
連

動
能
力
が
、
衰
え
が
ち
と
な
り
、

こ
の
こ
と
が
事
故
の
原
凶
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
が
自
動
車
の
運
転
を
す
る
際
や

歩
行
時
に
、
信
号
無
視
や
無
理
な

横
断
な
ど
、
基
本
的
な
交
通
ル
ー

ル
を
守
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因

の
事
故
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

運
転
を
す
る
際
や
歩
行
時
に
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
無
茶
、
無
理
な
運
転
を
し
な
い

○
病
気
の
時
や
疲
れ
て
い
る
と
き

に
は
運
転
を
し
な
い

○
車
と
体
の
点
検
を
常
に
怠
ら
な
い

○
運
転
適
性
検
査
を
受
け
る

○
運
転
中
は
、
た
と
え
エ
ア
バ
ッ
ク

が
あ
っ
て
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

必
ず
着
け
る

○
夜
間
歩
行
中
や
自
転
車
に
乗
る

峠
は
、
明
る
い
衣
服
を
着
用
す

る
か
、
反
射
材
を
取
り
付
け
る

1

0

月

3

0

日

㈱

か

ら

高
齢
者
マ
ー
ク
を
導
入

こ
れ
ま
で
の
初
心
者
マ
ー
ク
に

加
え
、
高
齢
者
が
運
転
す
る
自
動

車
に
表
示
す
る
「
高
齢
者
マ
ー
ク
」

が
、
1
0
月
3
0
日
㈱
か
ら
導
入
さ
れ

ま
す
。
こ
の
マ
ー
ク
を
表
示
し
た

車
に
割
り
込
ん
だ
り
、
幅
寄
せ
し

た
り
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
歩
行
中
の
お
年
寄
り
に

対
し
て
は
一
時
停
止
や
徐
行
な
ど

を
し
て
、
そ
の
通
行
を
妨
げ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
思
い
や

り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
る
よ
う

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
の
人
身
事
故
の
約
6
割
が

交
差
点
か
交
差
点
付
近

今
年
、
市
内
で
発
生
し
た
人
身

事
故
の
う
ち
、
約
6
割
が
交
差
点

か
交
差
点
か
ら
3
0
メ
ー
ト
ル
以
内

の
場
所
で
発
牛
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
原
因
は
、

信
号
無
視
や
一
時
不
停
止
、
横
断

歩
行
者
妨
害
、
わ
き
見
運
転
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
差
点
で
は
信
号
に
従
い
、
信

号
の
無
い
交
差
点
で
は
、
左
右
の

安
全
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
の
道
路
へ
の
飛
び
出
L
に

も
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

市
や
警
察
で
は
、
今
後
も
交
通

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
道
路
の

環
境
整
備
や
交
通
取
り
締
ま
り
、

交
通
安
全
運
動
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

秋の全国交潮栓

勘囁施されます
～反射材　着けてあなたを　光らせて～

市民の皆さんに交通安全の知識を広め、交

通事故防止の徹底を図ろうとする運動です。

期間中は交通安全ドライバー教室や、各種

交通指導・取締り、交通安全高齢者スポーツ

大会などが行われます。

〈重点目標〉

1．高齢者の交通事故防止

2．シートベルトの着用の徹底

3．夜間事故の防止

4．自転車の通行マナーの向上

1
0
月
1
日
㈱
、
新
し
い
東
消

防
署
前
原
分
署
が
、
県
道
船
橋

我
孫
子
線
沿
い
一
前
原
西
1
～

6
～
1
一
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

旧
前
原
分
署
は
、
東
部
公
民

館
と
併
設
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
J
R
津
田
沼
駅
周
辺
の
繁

華
街
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

大
型
消
防
車
両
の
迅
速
な
出
動

に
支
障
を
き
た
し
て
お
り
、
今

回
新
築
移
転
す
る
も
の
で
す
。

新
し
い
前
原
分
署
は
、
市
南

東
部
の
防
災
拠
点
と
し
て
、
火

災
・
救
急
は
も
ち
ろ
ん
、
各
種

災
害
に
も
迅
速
に
対
応
で
き
る

よ
う
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
配

置
車
両
は
、
水
槽
付
消
防
ポ
ン

プ
車
2
台
、
消
防
ポ
ン
プ
付
救

助
工
作
車
・
救
急
車
・
は
し
ご

至津田沼　　　　　　　　　　 至津田沼駅

当 』∃ 」至
響　　 県道船橋 榊 亨繚　　 中野木交差点　 讐

谷僻間 口 「亨
至船礪　　　　　　　　　　　　　 至大神宮

車
各
1
台
の
計
5
台
で
す
。

建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

3
階
建
て
。
耐
震
性
、
耐
火
性

に
優
れ
た
安
全
性
の
高
い
施
設

で
、
総
工
費
は
約
3
億
9
0
0

0
万
円
で
す
。
敷
地
面
積
は
約

1
0
3
0
平
方
メ
ー
ト
ル
、
延

べ
床
面
積
は
約
1
1
7
0
平
方

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
の
核
と
な
る
施
設

と
し
て
、
3
階
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
消
防
や

救
急
に
関
す
る
講
習
会
な
ど
が

開
催
で
き
る
会
議
憲
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
昭
和
2
4
年
4
月
に

消
防
本
部
を
設
置
以
来
、
消
防

施
設
や
車
両
の
強
化
・
拡
充
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
火

災
等
の
災
害
時
に
、
消
防
ポ
ン

プ
車
や
救
急
車
等
が
効
率
的
に

運
用
で
き
る
よ
う
適
性
配
置
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
移
転
に
伴
い
、

東
船
橋
出
張
所
は
廃
止
さ
れ
、

消
防
団
器
庫
に
改
修
さ
れ
る
予

定
で
す
。

（
問
合
せ
）
消
防
局
総
務
課
℡

⑮

1

1

1

3

へ

高齢者のための各種サービスを2・3ページで紹介しています。お気軽にこ利用ください
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豊
か
に
過
ご
せ
る
長
寿
社
会
を
…

高
齢
者
の
た
め
の
市
の
制
度

平
成
9
年
4
月
1
日
現
在
、
高
齢
者
（
6
5
歳
以
上
）

の
方
は
、
市
の
人
口
全
体
の
1
0
・
2
パ
ー
セ
ン
ト
。
市

で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ

た
生
活
を
送
り
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
高
齢
者
の

た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
ま
と
め
て
紹
介
し
ま
す
。

0
0
0
円
を
民
生
委
員
を
通
じ
て

お
l
僧
り
し
ま
す
。

○
喜
寿
・
米
寿
・
長
寿
記
念
品
凸

7
7
歳
、
8
8
歳
お
よ
び
8
9
歳
以
上
一
9 牛

1
2
月
3
1
日
ま
で
に
対
象
の
年
齢

に
達
す
る
人
を
含
む
一
の
方
に
は
、

町
会
等
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
記
念

品
を
お
贈
り
し
ま
す
。
町
会
等
に

加
入
し
て
い
な
い
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
問
合
せ
高
齢
者
福
祉
課
℡
⑳
2

3

1

9

へ

ご
　
存
　
じ
　
で
　
す
　
か

「

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

」

現
在
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

施
設
は
市
が
設
置
し
た
北
老
人
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
西
老
人

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
は
じ

め
市
内
に
7
か
所
あ
り
ま
す
。

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
介
護

が
必
要
な
6
5
歳
以
上
の
方
が
日
帰

り
に
よ
る
入
浴
、
食
事
、
生
活
指

導
、
日
常
動
作
訓
練
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

高
齢
者
同
L
で
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
て
い
た
だ
く
の
と
同
時
に
、
介

讃
す
る
家
族
の
負
担
を
軽
く
す
る

こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

食
事
代
等
5
0
0
円
が
か
か
り
ま

す
。

□
問
合
せ
高
齢
者
福
祉
課
℡
⑮
2

3

5

2

へ

敬
老
の
臼
を
記
念
し
て

○
敬
老
行
事
交
付
金
串
地
域
で
敬

老
会
を
実
施
す
る
町
会
・
自
治
会

に
対
し
て
、
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
一
6
5
歳
以
L
が
対
象
一

〇
敬
老
祝
金
串
市
内
に
住
む
7
5
歳

以
上
一
9
年
1
2
月
3
1
日
ま
で
に
達

す
る
人
を
含
む
）
の
方
に
一
人
5

生活支援型
高齢者および障害のある方で食事づくりが困難な

人に 、栄養のバランスが良く食べやすい食材を使

給食サービス った夕食を（月）～（封の希望日にお届けします。費用

は 1食 6 0 0 円です。　　　　　　 ℡⑮ 2 3 5 4

ホームヘル

／ト の派適

疾病 ・病弱 ・高齢 ・その他やむを得ない事情で日
常生活に支障のある、おおむね6 5 歳以上の方がい

る家庭にホームヘルパーを派遣します。内容は、
洗濯 ・掃除 ・買物 ・調理 ・食事介助 ・入浴介助な

どです。費用は無料の場合と一部負担していただ
く場合があります （1 時間最高 9 3 0 円）。

℡⑮ 2 3 5 2

ショートステイ

ねたきりや痴ほう性の高齢者をお世話している家

族が 、冠婚葬祭 ・病気 ・介護疲れなどの理由で家
庭でお世話できなくなったとき、原則として 7 日

問 （やむを得ない場合は 1 が月まで）、特別養護
老人ホームでお預かりしてお世話をします。費用

は 1 日 2 1 9 0 円です。　　　　　 ℡⑳ 2 3 5 4

デイサービス

日常生活を営むのに支障のある高齢者が、デイサ

ービスセンターに通いながら、入浴 ・食事 ・生活
指導などのサービスを受けられます。費用は 1 日

5 0 0 円です。　　　　　　　　　 ℡⑳ 2 3 5 4

老人ホーム
「特別養護老人ホーム」 「養護老人ホーム」への

入所相談 つ菖直を行います。　　　 ℡⑳ 2 3 5 6

※このほか「ミドルステイ」「介護相談」「寝具乾燥」「黄色い
校（つえ）の支給」「老人住宅整備資孟貸し付け」などの事業も
行っています。

ご相談ください

在宅介護

支援センター

家
庭
で
療
養
し
て
い
る
高
齢
者

や
家
族
に
対
し
て
、
介
護
方
法
、

保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
機

器
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
無
料

で
、
2
4
時
間
体
制
で
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
主
治
医
の
案
内
や
保
健
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
や
手
続
き

の
お
手
伝
い
も
行
い
ま
す
。

○
在
宅
医
療
・
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

◇
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
在
宅
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
）
内
℡
⑳
2
5
5
1
（
海

神
2
～
1
3
～
讐

○
東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

凸
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
ワ
ー

ル
ド
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
内
寧
⑳

6

1

1

1

一

飯

山

満

呵

2

（

6

8

1

）

○
北
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
l

旦
面
病
院
内
℡
絢
ワ
1
1
1
（
二

和
束
5
～
1
～
1
）

○
船
橋
百
寿
苑
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
1
凸
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

船
橋
百
寿
苑
内
℡
⑳
－
1
0
0
（
古

和

釜

呵

7

9

1

～

1

）

□
問
合
せ
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
℡

⑳

2

5

5

1

へ

高
齢
者
に
役
立
つ
情
報
が
い
っ
ぱ

『
お
と
し
よ
り
の
福
祉
ガ
イ
ド
』

は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
市
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
作
成
さ
れ
た
も
の
で

す
。
在
宅
福
祉
、
老
人
福
祉
、
生

き
が
い
事
業
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス

の
概
要
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

市
内
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
の
一
覧
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
本
人
は
も
と
よ
り
家
族

に
も
役
立
つ
こ
の
小
冊
子
は
、
高

齢
者
福
祉
課
の
ほ
か
、
各
公
民
館
・

出
張
所
で
も
差
し
と
げ
て
い
ま
す
。

老 人医療費
68 、6 9歳の人 （所得制限あり）や65 歳以上7 0歳
未満で常時ひとり暮らしの人、 6 が月以上ねたき

の　 助　 成 リの人が医療機関でブ台療を受けた場合 、市が独自
に医療費の一部を助成します。

℡⑳ 2 3 4 7

はり・さゆう・ 65 歳以上の人で、はり ・きゅう ・あん摩 ・マッサ

マッサージ等

員用の助成

ージ つ旨圧の施術が必要な場合、利用券 （1枚 1
国につき 1 0 0 0 円）を差し上げます。 （年間2 4
枚）　　　　　　　　　　　　　　　　 空賢⑳ 2 3 4 7

※このほか「特殊眼鏡等の費用助成」などの事業も行っています。

老 人 大 学

60 歳以上の人 に、新 しい墾
く りをしなが ら社会活動に
開設してい ます。修業年限
集し 、 4 月に開校 し ます。

生 き が い

福祉事業団

登録 すると 、過去の経験や
機会 を提 供します。なお 、
られます。

を身につけ、仲間づ
参加していただこうと

1年、毎年1月に募
℡⑳2353

技術を生かして働ける
仕事に応じて収入が得

℡⑳1255

※このほか「福祉バスの貸し出し」「老人憩の家」「ゲートボー
ル場」「老人クラブへの助成」「老人福祉センター」などの事業
も行っています。

日 常生 活用 異

の 貸 し出 し

在 宅 の お お む ね 6 5 歳 以 上 の ね た き りの 人 に 、介 護
用 ベ ッ ド （電 動 ・手動 ） を 貸 し出 し ます 。 費 用 は
無料 の場 合 と 一 部 負 担 して い た だ く場 合 が あ り ま
す 。 （最 高 額 は 電 動 が 月 1 万 1 0 0 0 円 、手 動 が
月 4 0 0 0 円 ） 。 な お 、下 肢 が不 自 由な 高 齢 者 に
章 い す や 歩 行 器 の 貸 し出 しも し て い ま す。

空l⑳ 2 3 5 4

介 護手 当 支給

在宅 で 6 か 月 以 上 ね た き りの 高 齢 者 の 日常 生 活 を
お世 話 し て い る 家 族 の 方 や 重 度 痴 ほ う 性 の 高 齢 者
を介 護 し て い る 方 に 、月 額 1 万 2 6 5 0 円 を支 給
し ま す 。　　　　　　　　　　　　　　 ℡ ⑳ 2 3 5 4

※このほか「おむつ代助成」「福祉タクシー」などの事業も行っ
ています。

ぬ
開
田
闇
働
淵
胤
回

▽
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
入
門
教

室
1
0
月
1
1
日
興
1
2
日
㈲
、

2
5
日
田
午
前
1
0
時
～
正
午
※
1
2

日
は
午
前
1
1
時
～
午
後
1
時
／

小
・
中
学
生
先
着
4

0
人
／
保
険

代
5
0
0
円
※
貸
靴
代
は
別

送
／
費
用
を
準
え
て
申
し
込
み

▽
女
性
セ
ミ
ナ
ー
～
再
就
職
に

む
け
て
～
9
月
3
0
日
、
1

0
月

1
4
日
、
2
8
日
、
1
1
月
1
1
日
各
㈹

午
前
10
時
～
正
午
／
講
師
原
田

静
枝
氏
（
再
就
職
ア
ド
バ
イ
ザ

⊥
／
小
・
中
学
生
の
親
先
着

3
0
人
／
資
料
代
6
0
0
円
／
直

接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

・
．
∴
・
両
甘
撞
．

7
且

▽
メ
ル
ヘ
ン
人
形
作
り
講
座

1
0
月
1
5
日
㈱
午
前
9
時
3

0
分
～

正
午
／
講
師
佐
藤
恵
子
氏
／
先

着
2
0
人
／
材
料
費
1
0
0
0

円
／
費
用
を
準
え
て
申
し
込
み

▽
卓
球
開
放
9
月
2
1
日
㈲
午

前
9
時
～
午
後
4
時
部
分
／
当

日
自
由
奉
加

▽
囲
碁
・
将
棋
開
放
9
月
2
8

日
㈲
年
後
0
時
3
0
分
～
4
時
3
0

分
／
当
日
自
由
参
加

“
、
、
J
一
㌦
‥
㌧
－
湖
．
一
．
血
尽
甘

▽
み
や
も
と
健
康
セ
ミ
ナ
ー

1
1
月
1
日
、
1
5
日
、
2
9
日
各
田

午
前
10
時
～
年
後
1
時
雰
／

香
り
、
触
感
、
彩
り
を
楽
し
む

健
康
食
づ
く
り
／
毎
回
先
着
2
0

人
／
1
回
5
0
0
円
／
直
接
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
み

記
念
「
鱒
」
ほ
か
／
出
演
平
田

昌
平
氏
（
チ
ェ
ロ
）
ほ
か
／
先

着
3
0
0
人
／
電
話
で
申
し
込
み

∵
∴
∵
菌
把
完
封
⊥

▽
た
か
ね
台
映
璽
＝
9
月
1
8

日
㈲
午
後
7
時
～
9
時
／
『
ふ

る
さ
と
』
／
当
日
先
着
5
0
人

▽
コ
ン
サ
1
ト
．
旧
た
が
ね
台

「
和
太
鼓
コ
ン
サ
ー
ト
」
　
9
月

管
掌
揮
哺
開
演
／
出
演

た
が
ね
乱
れ
礫
子
／
先
着
1
8

0
人
／
1
6
日
㈹
か
ら
公
民
館
で

整
理
券
を
配
布

、
一
重
廟
打
．
若
山

▽
干
葉
の
文
学
と
歴
史
の
舞
台

を
訪
ね
て
　
1
0
月
9
日
㈹
午
前

1
0
時
凸
講
義
、
門
日
轡
3
0
日

㈱
凸
散
策
（
浮
世
絵
の
始
祖
出

生
の
地
・
鋸
南
町
、
水
と
緑
と

歴
史
の
呵
・
流
山
方
面
）
／
講

師
鈴
木
輝
次
氏
（
歴
史
研
究

家
）
／
全
回
参
加
で
き
る
人
／

先
着
3
0
人
／
交
通
費
等
実
費
／

1
6
日
㈹
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み

▽
パ
ソ
コ
ン
教
室
　
1
0
月
1
日

㈱
～
3
日
㈲
午
前
9
時
3
0
分
～

年
後
4
時
／
総
合
教
育
セ
ン
タ

ー

／

ロ

ー

タ

ス

1

・

2

・

3

、

キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
て
る
人
先
着

2
0
人
／
往
復
ハ
ガ
幸
で
公
民
館

（
〒
2
7
4
飯
山
満
呵
1
～
9
5
0

～

3

）

へ

▽
生
花
教
室
　
1
0
月
7
日
～
2
8

日
毎
週
㈹
年
後
1
時
3
0
分
～
／

材
料
費
1
回
7
0
0
円
／
先
着

2
5
人
／
直
接
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
み

℡

㊨

5

5

5

1

▽
室
内
楽
大
好
き
～
そ
の
1
0

1
0
月
1
8
臼
田
午
後
6
時
～
／
シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
生
誕
2
0
0
周
年

▽
囲
碁
・
将
棋
開
放
　
9
月
2
3

日
㈲
午
後
0
時
3
0
分
～
4
時
3
0

分
／
当
日
自
由
参
加

▽
卓
球
開
放
　
9
月
2
8
日
㈲
午

後
5
時
～
9
時
／
1
8
歳
以
上
／

当
日
自
由
参
加
※
道
具
は
各
自

持
萎
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フ
　
ァ
　
ッ

シ

　

ョ

　

ー

豊
か
な
生
墳
つ
く
り
の
た
め
に
、

新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
見
つ
け

て
、
こ
れ
か
ら
の
外
出
の
機
会
を

増
や
し
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

□
日
時
1
1
月
9
日
㈱
午
後
0
時
3
0

分
～
　
会
場
文
化
ホ
ー
ル
　
内
容

本
人
ま
た
は
家
族
・
友
人
の
製
作

し
た
衣
服
で
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
ほ
か
　
資
格
6
0
歳
以
上

の
人
　
定
員
1
0
0
人
一
多
数
の

場
合
書
類
選
考
一
申
込
み
・
問

合
せ
1
0
月
9
日
㈱
ま
で
に
、
電
話

で
取
り
寄
せ
た
申
込
書
に
必
要
事

項
を
讃
い
て
㈱
千
柴
県
福
祉
ふ
れ

あ
い
財
団
長
寿
課
℡
0
4
3
・
2

2
1
・
7
4
4
8
へ
※
当
日
観
覧

希
望
者
も
同
時
に
受
け
付
け
ま
す

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

長
寿
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
1
世
紀
の
本
格
的
な
高
齢
社
会

に
向
け
て
、
す
べ
て
の
人
が
「
健

康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
安
心
し

て
生
涯
を
過
ご
せ
る
活
力
あ
る
福

祉
社
会
」
を
築
い
て
い
く
た
め
に

は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
日
時
1
0
月
2
1
日
㈹
午
後
1
時
～

会
場
文
化
ホ
ー
ル
　
内
容
は
か
ま

満
緒
氏
一
放
送
作
家
一
に
よ
る
講

演
お
よ
び
有
識
者
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
入
場
無
料

申
込
み
1
0
月
8
日
㈱
一
必
着
一
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
職
業
を
書
い
て

県
東
葛
飾
支
庁
社
会
福
祉
課
（
〒

2
7
1
松
戸
市
小
根
本
7
℡
0
1
7
・

3

6

1

・

4

0

7

7

一

へ

※

当

日

直
接
来
場
も
可

第
6
国
船
橋
市
介
護
機
器
フ
ェ
ア

第
2
回
市
議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

み
て
　
ふ
れ
て
く
だ
さ
い

お
年
寄
り
が
快
適
な
生
活
を
送

る
た
め
、
ま
た
介
護
を
し
て
い
る

人
の
手
助
け
を
す
る
た
め
、
便
利

な
介
護
機
器
、
日
常
生
活
用
品
を

紹
介
し
ま
す
。

会
場
で
は
、
最
新
の
介
護
機
器

に
直
接
触
れ
、
機
能
や
使
い
方
な

ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
ほ
か
お
年

寄
り
の
身
体
状
況
に
わ
け
て
機
器

の
展
示
を
行
い
ま
す
。

人
に
や
さ
し
い
介
護
機
器

□
日
時
9
月
㌘
日
田
～
2
8
日
㈲
午

前
1
0
時
～
午
後
8
時
　
芸
域
ら
ら

ぽ
ー
と
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
　
内
容

介
護
機
器
・
日
常
生
活
用
品
の
展

示
（
移
動
器
具
、
寝
目
で
入
浴
用

品
、
ト
イ
レ
用
品
な
ど
）
　
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
手
話
ダ
ン
ス
、
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
（
両
日
と
も
午
後
3

時
～
）
　
問
合
せ
高
齢
化
社
会
対

策
課
℡
⑳
2
3
3
7
へ

第
3
回
の
市
議
会
定
例
会
は
、

9
月
2
6
日
価
ま
で
開
か
れ
て
い

ま
す
。
一
般
質
問
は
、
1
6
日
㈹

～
1
9
日
㈲
の
4
日
間
で
行
わ

れ
、
常
任
委
員
会
は
、
2
2
日
㈱

に
開
か
れ
ま
す
。

（
傍
聴
）
本
会
議
は
ど
な
た
で

も
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。

常
任
委
員
会
は
、
委
員
長
の

許
可
を
得
て
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
委
員
会
の
傍
聴

等
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局

℡
⑲
3
0
2
2
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

国
勢
調
査
集
計
結
果

万
5
4
3
7
人
と
な
っ
て
い
ま
す

一
図
2
一
。

市
の
人
口
5
4
万
8
1
7
人
は
全
国
第
1
9
位

平
均
年
齢
甲
5
歳
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

平
成
7
年
1
0
月
1
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

た
「
国
勢
調
査
」
の
結
果
が
総
務
庁
か
ら
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
船
橋
市
の
人
口
は
5
4
万
8
1
7

人
で
、
全
国
で
1
9
番
目
（
東
京
特
別
区
を
除
く
一
。
県
内

で
は
千
葉
市
に
次
い
で
2
番
目
に
多
く
、
県
人
口
の

9
・
3
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

人
口
密
度
は
1
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
6
3
1
6
人

市
の
人
目
は
、
5
年
前
の
調
査

よ
り
わ
ず
か
に
1
・
4
㌫
の
増
加

に
と
ど
ま
り
、
5
4
万
8
1
7
人
。

1
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の

人
口
密
度
は
約
6
3
1
6
人
で
し

た
。
．
ま
た
、
市
内
に
人
が
均
等
に

分
布
し
た
場
合
の
隣
の
人
と
の
距

離
は
1
3
・
5
メ
ー
ト
ル
、
l
一
人
あ

た
り
の
専
有
両
横
は
、
1
5
8
平

方
メ
ー
ト
ル
で
、
ほ
ぼ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
コ
ー
ト
と
同
じ
広
さ
に
な
り

ま
す
。人

口
増
加
率
は
史
上
最
低

国
勢
調
査
ご
と
の
人
目
増
加
率

は
、
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
4
0
年
に
は
、

6
5
・
9
㌫
を
記
録
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
は
減
少
を
続
け
、
今
回
は
、

市
制
施
行
以
来
初
め
て
全
国
の
増

加
率
T
・
6
㌫
）
を
下
回
り
ま

し
た
一
図
1
）
。

核
家
族
化
が
進
行

世
帯
数
は
2
0
万
3
5
1
0
世
帯

で
平
成
2
年
の
調
査
か
ら
1
万
5

6
6
9
世
帯
増
え
ま
し
た
。
1
世

帯
当
た
り
の
世
帯
人
員
は
2
・
8
4

万人
60

50

40

30

20

10

0

図 1
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人
か
ら
2
・

6
6
人
に
減
少

し
て
い
ま
す
。

家
族
類
型

別
に
見
る
と
、

「
夫
婦
と
子
ど

も
」
　
か
ら
な

る
世
帯
が
一

番
多
く
4
0
・

7
㌫
を
占
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
単
身

者
世
帯
の
増
加

が
目
立
っ
て
お

り
、
前
回
よ
り

1
7
・
4
㌫
増

え
て
い
ま
す
。

伸
び
る
サ
ー
ビ
ス
業
就
業
者

は
歳
以
上
人
口
一
労
働
力
人
口
）

4
6
万
2
3
6
0
人
の
う
ち
就
業
者

は
2
8
万
4
2
3
3
人
、
全
く
仕
事

の
な
い
完
全
失
業
者
は
1
万
4
3

0
3
人
で
す
。
こ
れ
を
産
業
3
部

門
別
に
見
る
と
、
第
1
次
産
業
が

1
・
4
㌫
、
第
2
次
産
業
が
2
5
・

9
㌫
、
第
3
次
産
業
が
7
2
・
7
㌫

の
割
合
で
従
事
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事

す
る
人
の
増
加
が
全
国
同
様
に
著

し
く
、
就
業
者
の
2
6
・
5
㌫
、
7

市
の
昼
間
人
口
は
4
3
万
6
7
3

人
で
し
た
。
こ
れ
は
、
夜
間
人
口

一
船
橋
市
に
住
ん
で
い
る
人
一
に

流
人
人
口
（
市
外
に
住
ん
で
い
て
、

船
橋
市
に
通
勤
や
通
学
し
て
い
る

人
一
1
0
万
5
0
1
人
と
、
流
出
人

口
一
船
橋
市
に
住
ん
で
い
て
、
市

外
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
）

2
0
万
9
5
1
1
人
を
加
減
し
て
得

ら
れ
た
結
果
で
す
。
流
出
人
目
の

中
で
は
、
東
京
都
へ
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
人
が
多
く
、
1
3
万
6
6

9
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

轟
の
平
均
年
齢
は
聖
5
歳

年
齢
を
3
区
分
別
に
見
る
と
、

1
5
歳
未
満
の
年
少
人
口
が
7
万
7

3

2

3

人

（

1

4

・

3

㌫

）

、

1

5

歳
～
6
4
歳
の
生
産
年
齢
人
口
が
4
1
万

1

8

0

6

人

一

7

6

・

1

㌫

）

、

6

5

歳
以
上
の
老
年
人
目
が
5
万
5
5

4
人
一
9
・
3
㌫
〉
と
な
り
、
全

国
の
平
均
年
齢
3
9
・
6
歳
と
比
べ

る
と
2
歳
ほ
ど
若
く
な
っ
て
い
ま

す
。高

齢
者
の
1
2
人
に
丈
が

ひ
　
と
　
り
　
暮
　
ら
　
し

6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
5
万
5
5

4
人
の
う
ち
、
6
0
1
9
人
は
ひ

と
り
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
前
回
と
比
べ
る
と
竺
7

㌫
も
増
加
し
て
お
り
、
全
世
帯
の

2
・
9
5
㌫
を
占
め
ま
す
。
ま
た
、

昭
和
3
0
年
代
に
は
高
齢
者
1
人
に

対
し
7
・
5
人
い
た
子
ど
も
の
数

が
、
1
・
5
人
に
減
少
し
て
お
り

急
速
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
（
図
3
）

㊥
璃
軸
錘
膵
柑

図 2　 産 業 3 部 門 別 就 業 者 割 合
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ウ

ィ

メ

ン

ズ

・

ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

ロ
日
時
1
0
月
8
日
～
2
9
日
毎
週

㈱
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

講
師
国
領
み
ど
り
氏
（
人
材
教

育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
ほ
か

対
象
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
女
性
で
全
回
出
席
で
き
る
人

定
員
先
着
2
0
人
　
費
用
無
料

申
込
み
電
話
で
女
性
セ
ン
タ
ー
へ

表
情
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

□
日
時
1
0
月
7
日
、
1
4
日
各
㈹

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

講
師
栗
甲
こ
も
代
氏
（
印
象
学
研

究
家
）
　
対
象
市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
女
性
で
全
回
出
席

で
き
る
人
　
定
員
先
着
3
5
人

費
用
無
料
由
込
み
電
話
で
女
性

セ
ン
タ
ー
へ

学
校
の
中
の
ジ
エ
ン
ダ
l
を

考
え
る
～
隠
れ
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
視
点
か
ら
～

□
日
時
1
0
月
4
日
出
午
後
2
時

～
4
時
講
師
館
が
お
る
氏
（
お

茶
の
水
女
子
大
学
助
教
授
）

対
象
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
人
定
鼻
先
着
6
0
人
費
用

無
料
※
保
育
有
り
（
2
歳
～
就

学
前
）
　
申
込
み
電
話
で
女
性
セ

ン
タ
ー
へ

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
補
助
し
ま
す

国
勢
調
査
の
際
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
市
で
は
、
今
後
調
査
の
結
果
を
報
告
書
と
し
て
発
行
し
ま
す
。

市
で
は
、
し
尿
と
生
活
排
水

を
遠
に
処
理
で
き
る
合
併
処

理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
に
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象
の
確
認
、
申
請
方
法

等
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
補
助
対
象
居
住
用
住
宅
等
で
、

5
～
5
0
人
槽
の
合
併
処
理
浄

化
槽
を
設
置
す
る
場
合
※
下
水

道
の
認
可
区
域
お
よ
び
お
お
む

ね
5
年
以
内
に
認
可
を
予
定
し

て
い
る
区
域
を
除
く
　
補
助
金

額
〈
限
度
額
）
0
5
人
槽
凸

6

0

万

円

0

6

人

槽

8

7

0

万

円

0

7

人

槽

8

8

0

万

円

0

8

人

槽

8

9

0

万

円

0

9

人

槽

苗

1

0

0

万

円

0

1

0

人

槽

凸

1

1

0

万

円

0

1

1

～

2

0

人

槽

8

1

8

5

万

1

0

0

0

円

0

2

1

～

3

0

人

槽

8

3

2

9

万

6

0

0

0

円

0

3

1

～

5

0

人

槽

8

4

3

2

万

6

0

0

0

円

　

問

合

せ

廃

棄

物

第

二

課

℡

⑳

2

4

4

4

へ
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ふなばし

文　芸

な

ん

ざ

　

　

し

ま

う

こ

う

軟
座
卓
に
紹
興
酒
あ
り
麦
の
果
て

高
根
台
4

処
暑
と
い
ふ
区
切
り
に
寝
つ
く
夜
の
雨宮

本
5

拒
む
と
も
組
る
と
も
与
の
中
の
蝉

占
利
釜
町

駅
異
の
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
な
り
蕗
の
町新

高
根
3

セ
ー
ル
ス
の
電
話
を
爽
や
か
に
切
り
ぬ

習
志
野
台
6

蔵
書
ゆ
る
が
し
て
雷
鳴
と
ど
ろ
け
り

お
も
ハ
し

徐
ろ
に
鍵
の
束
置
く
盆
の
僧

前
貝
塚
町

太
田
　
哲
夫

山
崎
日
出
子

神
田
　
忠

柴
田
三
重
子

寺
崎
ま
も
る

井
上
　
小
六

［
選
評
一
太
Ⅲ
さ
ん
は
最
近
中
国
旅
行
で
揚
子

江
を
下
っ
て
の
作
。
軟
廃
車
は
義
童
の
由
で
、

中
国
の
酒
の
サ
ー
ビ
ス
が
ま
た
旅
の
趣
向
を
盛
り

上
げ
た
ろ
う
。
山
崎
さ
ん
の
処
暑
は
名
ば
か
り
で

も
、
気
持
に
区
切
り
が
つ
く
と
い
う
も
の
。
神
凹

さ
ん
の
原
句
は
秋
の
蝉
だ
っ
た
が
、
特
に
中
を
入

れ
て
あ
わ
れ
を
強
調
し
た
。
柴
田
さ
ん
は
南
房
の

駅
で
も
あ
ろ
う
か
。
開
放
感
が
い
い
。
寺
崎
さ
ん

の
は
秋
の
季
語
の
爽
や
か
が
効
果
を
上
げ
た
。
井

上
さ
ん
の
に
は
手
を
入
れ
た
が
単
純
化
を
心
が
け

て
ほ
し
い
。
久
米
さ
ん
の
は
お
も
む
ろ
が
類
想
を

脱
し
て
い
る
。

＜
選
者
の
紹
介
〉
　
俳
人
協
会
評
議
員
。
藤

原
3
丁
目
在
住
。
主
な
著
書
に
句
集
　
「
在

家
」
、
「
夢
幻
能
」
な
ど
が
あ
る
。

▼高齢者の福祉施設が一層充実

することを期待しています

「船橋は都心に近くて、買い物も便利

な住みやすいまちですね」と渡辺さん。
し。ようや

朝夕の2回、お孫さんの祥也くん（2歳）
がも

と海老川のアヒルや鴨にパンをやるのが

日課です。（海老川ジョギングロードで）

インタビュー

市民の皆さんの生の声を

お届けしている”まちかど

インタビュー”。広報課の

職員が市内各所で取材して

います。突然のことでびっ

くりされるとは思いますが、

良い記念にもなりますので、

ぜひご協力ください。

▽
乗
葉
高
校
・
生
涯
教
育
講
座

0
9
月
2
0
日
田
並
映
画
鑑
賞
会
0

1
0
月
1
8
日
田
島
茶
道
講
座
0
1
1
月

2
9
日
田
並
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
講
座

0
1
0
年
1
月
下
旬
◇
健
康
と
成
人

病
／
各
国
午
後
4
時
～
／
同
校
（
飯

山
満
町
2
）
／
費
用
無
料
／
同
校
・

藤

村

℡

⑳

2

1

1

1

へ

▽
な
ぎ
な
た
無
料
講
習
会
（
初

心

者

）

　

9

月

2

6

日

、

1

0

月

3

日

各
㈲
午
前
1
0
時
～
正
午
／
浜
呵
公

民
館
／
小
林
℡
⑳
2
8
5
4
へ

▽
ふ
な
ば
し
女
性
会
議
・
講
演

会
「
援
助
交
際
～
そ
の
背
景
に
あ

る
も
の
～
」
　
9
月
㌘
日
田
午
後

▲どんぐりクラブの夏休みキャンプで

作ったカレーは最高だったよ

「鉄棒にバスケ、一輪車、スポーツな

ら何でも得意です」という増田さん姉妹

と五味さんは、金杉台小学董クラブの仲

良し3人組。2学期は跳び箱にも挑戦し

ます。　　　　　（金杉台児重ホームで）

一
ノ
l
二
一
イ
く
一
l
一
t
一
・
上
餓

℡

⑳

7

7

3

2

※
㈲
・
㈲
・
1
6
日
㈹
休

1997年（平成9年）9月15日

今
夜
の
星
空
と
〓
平
・
さ

ち
子
の
お
月
見
だ
ぁ
－
い
」

ロ
投
映
日
時
C
㈲
お
よ
び
第
2
・

4
田
◇
①
午
前
1
0
時
～
②
午
後
2

時
～
③
午
後
3
時
3
0
分
～
C
H
第
1
・

3
田
凸
②
③
の
み
※
約
6
0
分
。
開

始
時
刻
に
遅
れ
る
と
入
館
で
き
ま

せ
ん
　
料
金
4
歳
～
中
学
生
2
0

0
円
、
大
人
4
1
0
円
※
小
銭
を

ご
用
意
く
だ
さ
い

星

　

を

　

見

　

る

　

合

口
日
時
9
月
”
日
田
午
後
7
時
～

9
時
　
内
容
天
体
望
遠
鏡
に
よ
る

観
望
※
悪
天
候
時
は
室
内
で
星
座

解
説
　
対
象
小
学
生
　
（
保
護
者
同

伴
）
以
上
※
幼
児
の
同
伴
は
不
可

く
月
U
．
声
と
ノ
⇒
芸
、
ノ
　
（
r
L
J
ノ
　
　
善
月
虫
ハ
W
不

申
込
み
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し

込
み天

　
　
文
　
　
教
　
　
室

口
日
時
相
月
1
8
日
田
午
後
7
時
～

9
時
　
対
象
市
内
在
住
の
小
学
5

年
生
　
（
要
保
護
者
の
同
伴
ま
た
は

送
迎
）
　
定
員
先
着
3
0
組
　
申
込

み
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

科
学
論
文
・
工
夫
作
品
展

口
日
時
9
月
2
7
日
田
、
2
8
日
㈲
午

前
1
0
時
～
午
後
4
時
3
0
分
　
会
場

教
育
セ
ン
タ
ー
　
問
合
せ
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
館
へ

1
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分
／
女
性
セ

ン
タ
ー
／
費
用
5
0
0
円
※
保
育

有
り
／
同
会
議
・
荒
井
℡
⑳
2
4

4

5

＼

▽
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
心
理
療
法
無

料
1
日
体
験
　
9
月
3
0
日
㈹
午
後

6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
／
勤
労
市

民
セ
ン
タ
ー
／
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
会
・
森
岡
℡
0
4
7
・
3
3
7
・

7

8

2

5

へ

▽
夏
見
グ
リ
ー
ン
コ
ー
ル
演
奏

会
　
1
0
月
4
白
田
午
後
2
時
開
演
／

文
化
ホ
ー
ル
／
入
場
料
8
0
0
円

／
同
合
唱
団
・
古
川
℡
⑳
6
3
3

0
＼

▽
千
葉
L
D
（
学
習
障
害
）
児
・

者
親
の
会
「
コ
ス
モ
」
講
演
会
～

学
習
障
害
へ
の
対
応
～
　
1
0
月
5

日
㈲
午
後
2
時
～
4
時
／
中
央
公

民
館
／
講
師
力
二
ン
グ
ハ
ム
久
子

氏
／
入
場
無
料
／
同
会
・
竹
之
内

℡

◎

2

4

0

7

へ

▽
あ
か
ね
園
・
バ
ザ
ー
　
1
0
月

5
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
／

同
園
　
（
習
志
野
市
）
　
／
京
成
津
田

沼
・
J
R
新
習
志
野
即
か
ら
無
料

送
迎
バ
ス
有
り
／
同
園
℡
⑫
2
7

1

5

＼

▽
日
大
薬
学
部
学
園
祭
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
　
1
1
月

2
日
㈲
、
3
日
㈱
／
同
大
同
学
部

（
習
志
野
台
7
）
／
詳
し
く
は
1
0
月

1
8
日
田
ま
で
に
実
行
委
員
会
・
宮

里

℡

・

鋤

⑳

1

2

9

3

へ

□
種
目
・
日
程
①
女
子
ダ
ブ
ル
ス

（
オ
ー
プ
ン
の
部
）
、
②
女
子
ダ
ブ

ル
ス
（
初
級
の
部
）
8
1
0
月
1
6
円

㈱
、
1
7
日
働
※
予
備
口
2
3
日
㈱
、

2
4
日
胤
③
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

㊦
10
月
1
8
日
拙
、
1

9
日
㈱
※
予
備

日
2
5
目
出
、
2
6
日
㈲
会
場
海
浜

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
定
員
①
先

着
1
6
組
、
②
先
着
3
2
組
※
過
去
3

年
間
に
桑
名
杯
3
回
戦
進
止
‖

1
［
、
も

し
く
は
レ
ザ
ミ
杯
ベ
ス
ト
4
に
入

賞
し
て
い
な
い
人
、
③
先
着
6
4
組

参
加
費
一
組
5
0
0
0
円
※
賞
品

多
数
申
込
み
ハ
ガ
キ
に
種
口
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
所
属

ク
ラ
ブ
、
戦
歴
を
讃
い
て
、
海
浜

公
園
「
レ
ザ
ミ
杯
」
係
　
（
〒
2
7
3
潮

見
町
4
0
）
　
へ

ア

ク

ア

ビ

ク

ス

教

室

□
日
時
9
月
2
1
日
T
毎
週
㈱
・
㈱
・

㈱
午
前
1
1
時
～
1
1
時
4
5
分
※
㈱
コ

ー
ス
の
み
1
0
月
2
6
日
以
降
は
正
午

か
ら
　
対
象
高
校
生
以
上
の
人

定
員
各
回
4
0
人
　
費
用
0
4
回
コ

ー

ス

3

0

0

0

円

、

8

回

コ

ー

ス

5
0
0
0
円
　
申
込
み
電
話
で
海

浜
公
園
へ

第
3
期
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

ロ
日
時
9
月
2
3
日
㈱
～
1
2
月
2
1
日

㈲
※
各
8
凶
　
定
員
各
ク
ラ
ス
先

着
1
2
人
　
（
初
心
者
の
み
先
着
1
5
人
）

費
用
㈹
・
㈱
・
㈲
コ
ー
ス
1
万
円
、

皿

・

㈲

コ

ー

ス

1

万

5

0

0

0

円

申
込
み
電
話
で
海
浜
公
園
へ

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

ロ

日

程

・

コ

ー

ス

1

0

月

2

5

日

～

1

2

月
2
1
日
①
毎
週
田
並
初
心
者
、
初

扱
ク
ロ
ー
ル
　
（
泳
力
1
5
m
末
満
の

人
）
　
②
毎
週
㈱
凸
初
心
者
、
初
級

平
泳
ぎ
　
（
泳
力
1
5
m
未
満
の
人
）

③
毎
週
㈱
、
㈲
凸
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
背
泳
ぎ
・
ク
ロ
ー
ル
　
（
泳
力
馴

m
未
満
の
人
）
　
※
①
②
8
回
、
③

4
回
　
時
間
○
初
心
者
、
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
背
泳
ぎ
凸
午
前
1
0
時
3
0

分
～
正
午
○
初
級
、
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
ク
ロ
ー
ル
凸
午
後
2
時
～
3

時
3
0
分
　
費
用
①
②
6
0
0
0
日
、

③
3
0
0
0
円
　
定
員
1
0
人
※
初

心
者
の
み
1
2
人
　
申
込
み
電
話
で

海
浜
公
園
へ

文
化
ホ
ー
ル

℡

㊨

5

5

5

5

※
チ
ケ
ッ
ト
予
約
の
申
し

込
み
は
午
前
9
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で

音と現代絵画
レクチャーコンサート

9／21（日）2：00PM開演

匿1部ヨ

ピアノ＆現代絵画の

競演

匠2部ヨ

フルート＆ピアノ

ピアノ／川島由美

画／花澤洋太

一　般　　2000円

高模生以下　1000円

＜全席自由＞

ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園

℡

⑳

6

6

2

＝

ソ

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

ロ
日
時
9
月
2
8
日
㈱
午
前
9
時
～

午
後
5
時
※
雨
天
時
は
1
0
月
5
日

㈱
　
出
店
数
1
0
0
店
※
出
店
の

申
し
込
み
は
締
め
切
り
ま
し
た

□
9
月
の
休
園
日
両
施
設
と
も
1
6

日
㈹
、
2
2
日
㈱
、
2
4
日
㈱
、
2
9
日

㈲
。
海
浜
公
園
は
1
7
日
㈱
も
休
園

デンマーク音楽祭
10／9㈱　6：30PM開演

監1部ヨ

ハープシコード／

ラルス・ウルリウ・

モーテンセン

フルート／

マリー・ローレンツ・

オカべ

匠2部ヨ

パーカッション／

サフリ・デュオ

一　般　　3000円

高校生以下　　2000円

（友の会会員500円引き）

＜全席自由＞

松竹新派
名作公演

10／17㈱　畳の部

1：∞PM開演

夜の部

6：00PM開演

1．大つごもり　　1幕

波乃久里子　若林豪

2．個の渡し　　　　5場

水谷八重子　安井昌二

S席　　　5000円
A庸　　　4000円

（友の会会員500円引き）

＜全席指定＞

▼

料

理

　

毎

月

第

2

胤

午

前

1

0

時

～

午

後

1

時

3

0

分

／

葛

飾

公

民

館

／

入

会

金

1

0

0

0

円

／

会

費

月

1

2

0

0

円

／

外

山

℡

⑳

9

2

4
？
へ

「
、
虻
八
ん
痴
一
と
．
刀
憎
不
旧
－
　
L
智
道
川
）
一
口
l

後
1
時
3
0
分
～
4
時
／
高
根
公
民

館
／
入
会
金
・
月
会
費
各
2
0
0

0

円

／

斎

藤

℡

⑬

5

4

8

4

へ

▼
小
・
中
学
生
の
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
　
毎
週
㈱
午
後
5
時
～
6
時
4
5

分
／
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
／
入
会

馬
込
霊
園
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

馬
込
霊
園
へ
の
車
で
の
入
園

時
間
は
、
午
前
9
時
～
午
後
5

時
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以

外
の
時
間
帯
は
入
園
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。
※

お
彼
岸
・
お
盆
・
年
末
・
年
始

は
除
き
ま
す

彼
岸
時
は
臨
時
バ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

9
月
2
1
日
㈱
、
2
3
日
㈲
の
両

日
、
J
R
船
橋
駅
北
日
か
ら
馬

込
霊
園
行
き
の
臨
時
バ
ス
が
運

行
さ
れ
ま
す
。
彼
岸
中
は
道
路

が
混
雑
し
、
周
辺
の
方
の
迷
惑

に
な
り
ま
す
の
で
、
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

□
時
間
午
前
9
時
～
午
後
3
時

ご
ろ
の
間
に
随
時
　
乗
り
場
J

R
船
橋
駅
北
口
8
番
　
料
金
片

道
2
7
0
円
　
問
合
せ
衛
生
課

℡

⑲

2

4

0

2

へ

金

1

0

0

0

円

／

会

費

月

4

0

0

0

円

／

千

葉

℡

⑳

7

0

2

1

へ

▼
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
　
毎
週
働
午

後
2
時
～
4
時
3
0
分
／
宮
本
公
民

館
／
入
会
金
1
0
0
0
円
／
会
費

月
3
5
0
0
円
／
川
村
℡
⑬
7
2

7

4

へ

▼
ス
ペ
イ
ン
語
（
中
級
）
　
毎

月
3
回
㈲
午
後
2
時
～
4
時
／
葛

飾
公
民
館
／
会
費
月
4
0
0
0
円

／
鳥
羽
℡
⑰
1
0
6
4
へ

▼
リ
ズ
ム
運
動
＆
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
　
毎
週
㈱
午
前
1
0
時
4
0
分
～
正

午
／
新
高
根
公
民
館
／
入
会
金
1

0

0

0

円

／

月

会

費

1

5

0

0

円

／

赤

松

℡

⑳

6

1

5

7

へ

▼
生
け
花
　
毎
月
2
団
㈱
午
後

5
時
～
9
時
／
二
和
公
展
館
／
入

会
金
1
0
0
0
円
／
会
費
月
1
5

0
0
円
／
勝
見
℡
⑬
0
0
2
1
へ

▼
社
交
ダ
ン
ス
　
毎
週
㈲
午
後

1
時
～
4
時
3
0
分
／
高
根
公
民
館

／
会
費
月
1
5
0
0
円
／
荒
木
℡

⑳

3

6

9

1

へ

▼
社
交
ダ
ン
ス
　
毎
週
㈲
午
後

6
時
～
9
時
／
夏
見
公
民
館
／
入

会
金
1
0
0
0
円
／
会
費
月
2
0

0
0
円
／
武
藤
℡
⑳
1
8
4
7
へ

▼
社
交
ダ
ン
ス
　
（
初
心
者
）

毎
週
㈲
午
後
0
時
3
0
分
～
4
時
3
0

分
／
中
央
公
民
館
／
入
会
金
1
0

0

0

円

／

会

費

月

2

0

0

0

円

／

乍
l
P
1
靡
‘
8
′
L
r
。
f
L
∠
　
′

▼
大
正
琴
　
毎
月
第
1
・
3
田

午
前
9
時
3
0
分
～
正
午
／
宮
本
公

民
館
／
入
会
金
1
0
0
0
円
／
会

ひ
が
し

費

月

2

0

0

0

円

／

東

℡

⑳

1

7

6

2

へ

▼
大
正
琴
　
毎
月
第
1
・
3
㈲

午
後
1
時
～
3
時
3
0
分
／
高
根
公

民
館
／
入
会
金
1
0
0
0
円
／
会

費
月
2
5
0
0
円
／
加
藤
℡
⑰
3

9

3

1

へ

▼
大
正
琴
　
毎
月
3
回
㈱
午
前

9
時
3
0
分
～
正
午
／
夏
見
公
民
館

／
入
会
金
2
0
0
0
円
／
会
費
月

2
5
0
0
円
／
和
田
℡
⑳
3
1
2

1
へ
※
琴
の
貸
し
出
し
有
り

▼
大
正
琴
　
毎
月
第
1
・
3
田

午
前
1
0
時
～
正
午
／
三
嘆
公
民
館

／
入
会
金
1
0
0
0
円
／
会
費
月

2
0
0
0
円
／
大
竹
℡
⑳
5
4
6

8
へ

▼
大
正
琴
　
毎
月
3
回
㈱
午
後

1
時
～
3
時
3
0
分
／
薬
円
台
公
民

館
／
入
会
金
2
0
0
0
円
／
会
費

と

き

た

月

2

5

0

0

円

／

鴇

田

℡

⑳

6

3

6

5

へ

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
毎
月
2
回

㈲
午
後
1
時
～
4
時
／
塚
口
公
民

館
／
手
話
や
幸
い
す
介
助
ほ
か
／

中
学
生
以
上
／
会
費
月
1
0
0
0

円
／
共
同
体
S
P
C
℡
⑫
1
0
7

8
　
（
夜
）
　
へ

▼
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
体
操
　
毎

月
3
回
㈹
午
前
1
0
時
～
正
午
／
法

典
公
民
館
／
入
会
金
・
1
回
会
費

各

1

0

0

0

円

／

中

西

℡

⑬

8

0

7

2

へ

▼
リ
ズ
ム
体
操
　
毎
週
㈲
午
前

1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
／
中
央
公
民
館

／
入
会
金
1
0
0
0
円
／
会
費
月

1

5

0

0

円

／

石

井

℡

0

4

7

・

3

3

5

・

2

6

2

4

へ

▼
ア
カ
ペ
ラ
混
声
合
唱
　
毎
週

田
ま
た
は
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～
4

時
／
市
内
各
公
民
館
／
入
会
金
1

0

0

0

円

／

会

費

月

6

0

0

0

円

／

中

台

℡

⑳

6

1

3

0

へ

▼
女
声
合
唱
　
毎
週
㈲
午
前
9

時
3
0
分
～
正
午
／
新
京
成
線
前
原

新
前
／
会
費
月
4
0
0
0
円
／
松

本
℡
⑳
8
8
9
9
へ

▼
バ
レ
エ
　
毎
週
㈱
○
午
後
5

時
～
8
3
歳
以
上
○
午
後
6
時
～

凸
小
学
生
以
上
／
薬
円
台
公
民
館

／
．
．
ノ
ノ
二
⊥
ノ
ヨ
′
‘
〔
（
（
n
L
l
　
／
∠
コ
一
章
に
ノ
r
ヒ
ノ

4

0

0

0

円

／

清

水

℡

⑳

0

2

5

3
へ

▼
子
ど
も
英
会
話
（
小
学
4
～

6
年
生
）
　
毎
月
第
1
・
3
田
午

後
3
時
～
4
時
／
高
根
台
公
民
館

／
入
会
金
・
月
会
費
各
1
0
0
0

．
′
ノ
ち
や

円
／
土
谷
℡
⑳
9
5
9
3
へ

▼
子
ど
も
英
語
　
○
毎
月
第
1
・

3
㈹
午
後
5
時
～
む
小
学
生
○
毎

月
第
2
・
4
㈱
午
後
5
時
～
阜
小
・

中
学
生
／
西
部
公
民
館
／
1
回
1

0

0

0

円

／

牧

野

℡

0

4

7

・

3

3

3

・

1

7

0

8

へ

▼
ジ
ャ
ズ
体
操
　
毎
週
㈱
午
前

1
0
時
3
0
分
～
正
午
／
京
葉
宅
建
（
習

志
野
台
1
）
　
／
入
会
金
2
0
0
0

円
／
会
費
月
3
0
0
0
円
／
小
野

℡
⑳
3
4
0
6
へ

▼
着
付
け
　
毎
月
第
1
・
3
㈹

午
前
1
0
時
～
正
午
／
三
咲
公
民
館

／
会
費
月
1
5
0
0
円
／
庄
司
℡

㊨

6

8

8

4

へ

▼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
矯
正
体
操

毎
週
㈱
午
前
1
0
時
～
1
1
時
／
西
部

公
民
館
／
入
会
金
・
月
会
費
各
3

0

0

0

円

／

池

田

℡

⑳

4

5

5

4

へ

▼
書
道
　
毎
月
第
2
・
4
㈱
午

前
川
崎
～
正
午
／
飯
山
満
公
民
館

／

入

会

金

1

0

0

0

円

／

会

費

月

1

5

0

0

円

／

堀

江

℡

⑬

3

0

5

＝
＼▼

書
道
　
毎
月
第
1
・
3
㈱
午

後
6
時
～
8
時
／
中
央
公
民
館
／

入
会
金
1
0
0
0
円
／
会
費
月

ひ
が
し

3

0

0

0

円

／

東

℡

⑳

7

0

7

5

（
夜
）
　
へ

▼
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
　
毎
月
第
2
・

4
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

／
飯
山
満
公
民
館
／
入
会
金
5
0

0
円
／
会
費
月
1
5
0
0
円
／
松

本
℡
⑳
8
7
5
4
へ

坂本冬美
コンサート

11／16（日）

昼の部2：00PM開演

夜の部6：00PM開演

ー鰍こ“第九”を
歌いませんか

船橋第九合唱団
募集

《公演日》11／30（日）

2：∞PM開演

《練習日》

毎週㈱

午後7時から

《合唱指導》

榊原　哲

《定員》

バス・テノール

各40人

◇
視
覚
障
害
者
の
ガ
イ
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
　
毎
週
㈲
午
前
9

時
∽
分
～
正
午
／
1
R
船
橋
願
か

ら
中
央
公
民
館
ま
で
の
ガ
イ
ド
／

詳
し
く
は
吉
田
℡
⑳
7
0
9
2
へ

再
利
用
晶

情
報
窓
口

【

－

．

P

r

 

l

′

、

．

，

・

1

　

．

．

ヽ

　

l

一

、

．

　

　

　

′

・

ト

し

　

く

、

一

－
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
、
入

浴
用
い
す
、
高
枝
切
り
ば
さ
み

□
ゆ
す
っ
て
く
だ
さ
い
　
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ビ
ー

チ
エ
ア
ー
、
歩
行
器
、
カ
ー
シ
～

ト
、
食
器
戸
棚
、
ミ
シ
ン
、
洋
服

ダ
ン
ス
、
自
転
車
、
テ
レ
ビ
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

（
8
月
2
9
日
現
在
）

※
ゆ
す
り
た
い
人
と
ゆ
ず
っ
て
ほ

し
い
人
に
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
受
け
付
け
は
随
時
（
電
話
可
）
、

登
録
順
に
紹
介
し
ま
す
。
登
録
期

間
は
登
録
日
を
除
く
2
が
月
で
す
。

※
再
利
用
品
は
無
料
の
も
の
に
限

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
受
付
案
内
）
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
℡
⑳
3
0
0
6
　
（
東
武
百
貨
店

船
橋
店
7
階
）

（
受
付
日
）
㈲
～
働
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
∽
分
（
第
4
㈱
を
除
く
）

図
書
館
だ
　
よ
　
り

口
9
月
の
休
館
日

1
5
日
㈲
、
1
6
日
㈹
、
1
9
日
働
～

3
0
日
㈹
（
特
別
図
書
整
理
期
間
）

第

2
0
回

市

い
け
ば

な

展

□
会
期
○
前
期
揚
9
円
3
0
］
㈹

～
1
0
月
2
日
㈱
○
後
期
凸
1
0
月

3
日
㈲
～
5
日
㈱
　
時
間
午
前

1
0
時
～
午
後
6
時
3
0
分
※
1
0
月

2
日
は
午
後
3
時
、
5
円
は
牛

後
5
時
ま
で
　
会
場
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
　
入
場
料
1
0
0
円

問
合
せ
文
化
課
℡
餉
2
8
9
4
へ

船
橋
市
移
動
芸
術
劇
場

▽
合
唱
の
つ
ど
い
　
1
0
月
5
日

′
l
H
H
H
ノ
▼
　
′
イ
ー
　
　
　
‖
H
 
r
．
t
ノ
ノ
E
ト
l
じ
ヽ
り
イ
　
　
ノ
　
1
・
．
イ
′
岩

公
民
館
／
出
演
県
立
船
橋
商
校

合
唱
団
、
小
童
ハ
ー
モ
ニ
ー

コ
ー
ル
ポ
ピ
ー
、
な
ぎ
さ
会
合

唱
団
、
ア
ル
ス
女
声
合
唱
団
、

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
フ
ェ
ス
タ
／

入
場
無
料
／
船
橋
市
合
唱
連

盟
・
柏
屋
℡
⑳
9
5
7
0
へ

▽
民
謡
と
演
歌
の
踊
り
　
9
月

2
8
日
㈲
午
後
1
時
開
演
／
中
央

公
民
館
／
大
船
橋
音
頭
ほ
か
／

入
場
無
料
／
船
橋
市
新
舞
踊
連

盟
・
芳
以
℡
⑫
7
2
1
0
へ

家
庭
園
芸
（
花
）
講
座

□

日

時

1

0

月

9

日

、

2

3

日

、

1

1

月

1

3

日

、

1

2

月

4

日

、

1

0

年

1

月
2
2
日
各
㈱
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0
分
　
会
場
農
業
セ
ン
タ

ー
　
内
容
秋
植
え
ク
ロ
ッ
カ
ス

の
ボ
ー
ル
つ
く
り
、
パ
ン
ジ
ー

の
植
え
付
け
、
シ
ェ
ル
ブ
、
シ

ク
ラ
メ
ン
・
プ
リ
ム
ラ
の
管

玉
　
　
　
l
ュ
l
 
l
一
．
．
J
つ
・
∫
　
壬
T
4
U
H
 
l
．
‘
′
レ
　
′
一
l
こ
l
 
n
は
r

対
象
一
度
も
受
講
し
た
こ
と
の

な
い
市
民
　
定
員
先
着
3
5
人

費
用
無
料
　
申
込
み
同
セ
ン
タ

ー

℡

◎

7

4

8

1

へ

デ
ッ
サ
ン
会
参
加
者
募
集

□
日
時
・
会
場
①
1
0
月
7
日
㈹

午
後
6
時
～
9
時
凸
東
部
公
民

館
②
1
0
月
9
日
㈱
午
後
1
時
～

4
時
凸
薬
円
台
公
民
館
　
内
容

洋
画
の
デ
ッ
サ
ン
　
定
員
各
日

6
0
人
　
費
用
無
料
　
申
込
み
・

問
合
せ
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
希

望
日
を
書
い
て
船
橋
市
美
術
連

盟
・
鈴
木
幸
雄
（
〒
2
7
4
習
志
野

台

6

～

1

9

～

1

1

℡

⑳

5

7

1

0
）
　
へ

ト日本の歌曲と童謡の夕べ～秋に歌う～　9月22日（月）午後6時30分～／市川市文化会館小ホール／入場無料／カント・アハッシュナート・時井℡⑫5838へ

ト社交ダンスパーティー　9月27日田午後5時30分～／中央公民館／費用1000円／船橋社交ダンスの会・上原℡⑫9405へ※現在、会員も募集中
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、

　

　

　

　

　

　

　

、

身
近
な
公
共
施
設
の
裏
側
、
知
っ
て
ま
し
た
か

夏
休
み
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
8
月
2
9
日
、
児
童
・

生
徒
記
者
7
4
人
が
、
市
内
の
公
共
施
設
を
見
学
し
ま
し

た
。
記
者
た
ち
の
目
か
ら
見
た
施
設
の
様
子
と
肌
で
感

じ
た
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

夜空を埋め尽くす神秘的な星座の数々に興味がつきない記者の皆さん

こ
ど
も
の
コ
ー
ナ
ー

メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
で
か
わ
い
い

ア

ン

デ

ル

セ

ン

公

園

湊
中
2
年
　
瀧
口
朋
子
さ
ん

わ
た
し
は
初
め
て
ア
ン
デ
ル
セ

ン
公
園
に
行
き
ま
し
た
。
ワ
ン
バ

ク
王
国
か
ら
太
陽
の
橋
を
渡
る
と
、

「
こ
こ
は
本
当
に
船
橋
な
の
か
な

ぁ
」
と
思
う
ぐ
ら
い
、
ま
っ
た
く

追
っ
た
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

建
物
な
ど
も
日
本
ぼ
く
な
く
て
ス

テ
キ
で
し
た
。
ボ
ー
ト
に
も
乗
っ

て
み
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
時
間

が
な
く
て
残
念
で
し
た
。

今
度
は
友
達
と
一
緒
に
遊
び
に

来
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

み
ん
な
こ
の
公
園
を
気
に
入
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
時
が
今
か
ら
楽
し

み
で
す
。

北
部
清
掃
工
場
を
見
学
し
て

飯
山
満
小
6
年
　
藤
岡
宏
道
く
ん

北
部
清
掃
工
場
で
は
、
ゴ
ミ
を

燃
や
す
だ
け
で
は
な
く
リ
サ
イ
ク

ル
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
工
場
内
の
電
気
の

約
6
0
㌫
は
、
ゴ
ミ
を
燃
や
し
た
と

き
に
出
る
蒸
気
を
使
っ
て
発
電
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
燃
や
し
た
後

の
灰
も
、
透
水
性
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど

に
な
る
と
聞
い
て
び
っ
く
り
。

ま
た
、
こ
こ
で
は
、
今
問
題
と

な
っ
て
い
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
い

う
有
害
物
質
を
、
取
り
除
く
装
置

も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
社
会
見
学
を
き
っ
か
け
に
、

ゴ
ミ
を
減
ら
す
方
法
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ス
4
5
度
の
貴
重
な
体
験

葛
飾
小
6
年
　
井
町
昌
史
く
ん

中
央
卸
売
市
場
は
と
て
も
広

く
、
大
勢
の
人
が
働
い
て
い
ま
す
。

よ
う
に
二
重
に
な
っ
て
い
る
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

中
に
入
る
と
、
床
は
凍
っ
て
い

て
滑
り
や
す
く
、
凍
え
死
に
し
そ

う
な
は
ど
の
寒
さ
。
棟
か
ら
出
る

と
、
眼
鏡
は
曇
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
所
に
毎
日
入
っ
て
仕
事

を
し
て
い
る
人
は
大
変
だ
な
と
実

感
。
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ぐ
ろ
な
ど
を
管
理
し
て
い
る

冷
凍
庫
棟
は
、
マ
イ
ナ
ス
4
5
度
で
、

外
と
は
温
度
差
が
7
0
度
ぐ
ら
い
あ

り
、
扉
は
外
の
空
気
が
入
ら
な
い

か
お
り

薬
円
台
南
中
6
年
　
大
坂
郁
さ
ん

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
で
一
番
印

象
に
残
っ
た
の
は
、
建
物
の
光
や

ネ
オ
ン
を
す
べ
て
消
し
、
も
っ
と

空
気
を
き
れ
い
に
し
た
と
想
定
し

た
と
き
の
夜
空
本
当
の
空
で
は

な
い
け
れ
ど
、
満
天
の
星
に
見
と

れ
、
星
空
に
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な

は
ど
で
し
た
。

「
ち
び
う
さ
の
自
由
研
究
」
と

い
う
ア
ニ
メ
仕
立
て
の
お
話
し
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
お
話
し
で
た

く
さ
ん
の
惑
星
を
わ
か
り
や
す
く

学
べ
ま
し
た
。

「
星
を
見
て
星
座
の
名
前
を
言

わ
れ
て
も
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

人
も
、
星
座
の
絵
が
出
て
く
る
の

で
、
き
っ
と
楽
し
め
ま
す
。

文
　
学
　
講
　
演
　
会

「
私
の
創
作
と
田
舎
ぐ
ら
し
」

ロ
日
時
1
0
月
1
8
日
㈹
午
後
2
時

～
3
時
3
0
分
　
会
場
∴
和
公
民

館
　
講
師
高
橋
義
夫
氏
（
作
家
）

定
員
先
着
3
5
0
人
　
入
場
無

料
　
申
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
　
二

人
1
枚
）
　
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
書
い
て
東
図
讃
舘

（
〒
2
7
4
習
志
野
ム
ロ
5
～
1
～
1

℡
◎
3
6
1
1
）
　
へ

を
指
導
し
ま
す
。

□
会
場
・
日
時
○
中
央
公
民
館

凸
毎
週
㈹
午
前
1
0
時
～
正
午
〇

二
和
公
民
館
㊦
毎
週
㈹
午
後
7

時
～
9
時
○
薬
円
台
公
民
館
揚

毎
週
③
午
後
7
時
～
9
時
○
葛

飾
公
民
館
◇
毎
週
⑧
午
後
7
時

～
9
時
○
宮
本
公
民
館
凸
毎
週

皿
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

○
女
性
セ
ン
タ
ー
（
日
本
語
サ

ロ
ン
）
凸
毎
週
㈲
午
前
1
0
時
～

正
午
※
公
民
館
で
の
教
室
を
修

了
相
当
の
人
　
テ
キ
ス
ト
代
実

費
　
問
合
せ
闇
脳
性
父
流
課
℡
⑲
2

0

8

3

へ

こ
ど
も
記
者
通
信

楽
し
か
っ
た
環
境
科
学
教
室

大
穴
中
2
年
　
高
松
　
憂
也
く
ん

7
月
2
8
口
か
ら
3
日
間
、
西
浦

下
水
処
理
場
内
に
あ
る
環
境
保
全

課
分
析
室
で
行
わ
れ
た
中
学
生
環

境
科
学
教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
が
各
々
持
っ
て
き
た
水

の
ミ
ネ
ラ
ル
分
や
塩
素
イ
オ
ン
な

ど
の
実
験
を
行
い
、
そ
の
水
が
飲

め
る
か
ど
う
か
を
調
べ
ま
し
た
。

見
た
こ
と
の
な
い
薬
品
を
使
用

し
た
り
、
難
し
い
計
算
を
し
た
り

し
て
大
変
で
し
た
が
、
中
に
は
家

で
も
簡
単
に
で
き
る
実
験
も
あ
り
、

と
て
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

理
科
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い

の
で
、
少
し
不
安
で
し
た
が
、
参

加
し
て
み
る
と
と
て
も
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
。

謬
年
の
船
」
航
海
日
誌

船
橋
小
6
年
　
山
崎
美
菓
子
さ
ん

8
月
1
0
日
。
「
わ
ぁ
、
大
き
い

船
⊥
8
日
間
の
船
旅
の
目
的
地

は
上
海
。
別
れ
の
色
と
り
ど
り
の

テ
ー
プ
が
印
象
的
で
し
た
。

1
1
日
。
船
酔
い
気
味
の
私
を
元

気
づ
け
て
く
れ
た
の
が
、
イ
ル
カ

の
群
れ
。
こ
れ
ぞ
船
旅
で
す
。

1
2
日
。
消
灯
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、

外
に
は
明
か
り
が
ち
ら
ち
ら
見
え

て
き
ま
し
た
。
そ
う
で
す
上
海
で
す
。

1
3
日
。
踊
り
や
演
奏
な
ど
の
熱

烈
な
歓
迎
。
．
ち
び
っ
こ
外
交
官
と

し
て
、
少
年
宮
を
回
り
、
サ
ー
ク

ル
活
動
や
サ
ー
カ
ス
を
見
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

1
4
日
。
中
国
の
通
貨
で
の
買
い

物
に
ワ
ク
ワ
ク
、
お
ま
け
を
し
て

も
ら
っ
て
ウ
キ
ウ
キ
、
残
っ
て
し

ま
っ
た
中
田
の
お
金
に
ガ
ー
ン
。

ツ
．
ノ
イ
ナ
1
．
ン

中
国
よ
再
見
。

1
5
日
。
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
ピ

ア
ノ
を
弾
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

1
6
日
。
台
風
の
お
か
げ
で
、
思

い
が
け
ず
、
静
か
な
瀬
戸
「
内
海
を

航
海
。
景
色
は
童
菌
、
気
分
も
満
足
。

1
7
日
。
楽
し
か
っ
た
旅
も
今
日

で
終
わ
り
。
こ
の
体
験
は
私
の
一

生
の
宝
物
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

東
邦
大
学
理
学
部
公
開
講
座

□
日
時
9
月
2
0
目
出
午
後
1
時

3
0
分
～
1
時
3
0
分
　
内
容
・
講

師
○
房
総
の
照
葉
樹
林
凸
藤
原

一
緒
氏
（
横
浜
国
立
大
学
教
授
）

○
房
総
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
¢
浅
由

正
彦
氏
　
（
県
立
中
央
博
物
館
研

究
員
）
　
○
海
・
珊
瑚
か
ら
み
た

房
総
◇
酒
田
隆
士
氏
　
（
放
送
大

学
教
授
）
　
入
場
無
料
　
問
合

せ
同
大
学
理
学
部
　
（
三
両
1
）

℡
⑫
7
1
1
9
へ
※
当
日
自
由

参
加日

　
本
　
語
　
教
　
室

国
際
親
善
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

人
の
方
に
初
歩
の
日
本
語

▼
パ
ソ
コ
ン
入
門
　
1
0
月
1
8
日

田
／
電
源
投
入
か
ら
ワ
ー
ド

エ
ク
セ
ル
の
初
歩
／
先
着
5
0

人
／
費
用
4
0
0
0
円

▼
ワ
ー
プ
ロ
応
用
編
　
1
0
月
1
9

日
、
2
6
日
各
㈱
　
（
全
2
回
）
　
／

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
操
作
を
マ
ス

タ
ー
し
、
ロ
ー
マ
字
人
力
が
で

き
る
人
／
先
着
4
0
人
／
費
用
8

0

0

0

円

▼
表
計
算
ソ
フ
ト
・
エ
ク
セ
ル

1
1
月
8
日
㈱
／
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

の
操
作
法
を
マ
ス
タ
ー
し
、
ロ

ー
マ
字
入
力
が
で
き
る
人
／
先

着

5

0

人

／

費

用

1

0

0

0

円

□
時
間
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

申
込
み
・
問
合
せ
同
大
学
　
（
市

川

市

）

　

℡

0

4

7

・

3

2

8

・

6

1

6

1

へ

＜日時＞9月26日（劃午前9時45分～正午　＜会場＞中央公民館　＜内容＞管理栄養士による病気予防のための

食事についての講話　＜費用＞200円　＜問合せ＞食と健康を考える会MOA・増田℡⑲1937へ



〟α900　　　　（6）広報　晶1997年（平成9年）9月15日

市役所（番号案内）36－2日1

二宮出張所　64－1811

高根台出張所　65－4331

習志野台出張所　66－2811

豊富出張所　57－2003

芝山出張所　63－2561

＝和出張所　47－4507

船橋駅連絡所　23－7035
法典連絡所　38－6262

三山連絡所　75－8300

西舶連絡所　33－4321
小室連絡所　57－5146

津田沼駅前達緯所　7ト1151

中央公民館　34－5551
東部公民館　77－7171

西部公民館047・333－5415

北部公民館　57－0433
夏晃公民館　23－5119

法典公民館　38－3203

二和公民館　47－3200
三田公民館　77－2961

海老が作公民館　64－8232

高根公民館　38－4112
習志野台公民館　63－2231

小室公民館　57－5144

浜町公民館　34－1405

ハ木が谷公民館　48－5030

飯山満公民館　24－43日

丸山公民館　39－0118

塚田公民館　38－2610

宮本公民館　24－9840

三咲公民館　48－3291

新高根公民館　69－4944

葛飾公民館　37－5072

薬円台公民館　69－4535

松が丘公民館　68－3750

高根台公民館　6ト7061

乗　図　書　館　63－3611
西　図　書　館　3ト4385

34－1444

48－4899

65－9680

20－2111

34－5891

22－7730

22－7731

22－7732

61－5611

38－4461

3ト2315

25－2551

34－5555

23－0757

23－2111

66－1383

49－7600

66－1278

38－3321

66－1266

66－1381

38－1105

49－7601

29－0810

23－2551

66－1268

36－2400

35－11日

23－3006

中央図書館

北　図　書　食自

郷土資料館

市民ギャラリー
莱華道センター

青少年会館

総合教育センター

視聴覚センター

プラネタリウム館

船橋アリーナ

体　育　施　設

管理事務所

青少年センター

勤労市民センター

市民文化ホール

女性センター

中央保健センター

楽部保健センター

北部保健センター

母子福祉センター

医療センター

社会福祉会館

乗老人福祉センター

中央老人福祉センター

北老人福祉センター

西老人福祉センター

在宅ケアセンター

身体障害者
福祉センター

葬禁事業受付所

消　　防　　局

消費生活センター

県　保　健　所　31－4191

芸㌔事象旨35－1255

平
成
9
年
度
環
境
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
募
集
し
ま
す

環
境
保
全
に
関
す
る
活
動
を
行

お
う
と
す
る
市
民
や
事
業
者
な
ど

に
対
し
、
自
ら
の
知
識
や
経
験
を

活
用
し
て
助
言
等
を
行
う
人
材
を

登
録
す
る
制
度
で
す
。

□
選
考
方
法
0
1
次
凸
申
請
書
お

よ
び
論
文
0
2
次
凸
面
接
　
受
付

期
間
9
月
3
0
日
㈹
ま
で
　
申
込
み
・

問
合
せ
申
請
等
に
つ
い
て
は
㈲
日

本
環
境
協
会
℡
0
3
・
3
5
0
8
・

2
6
5
1
、
登
録
制
度
に
つ
い
て

は
環
境
庁
企
画
調
整
局
環
境
保
全

活
動
推
進
室
℡
0
3
・
3
5
8
1
・

3

3

5

1

内

線

6

2

6

4

へ

中
央
卸
売
市
場
見
学

お
よ
び
料
理
教
室

□
日
時
1
0
月
2
8
日
㈹
午
前
1
0
時
～

午
後
2
時
3
0
分
　
会
場
中
央
卸
売

巾
場
　
内
容
市
場
見
学
、
カ
ル
シ

ウ
ム
竺
畠
な
食
材
を
使
っ
た
料
理

定
員
女
性
2
4
人
一
多
数
は
柵
せ
ん
一

材
料
費
7
0
0
円
程
度
　
申
込
み

9
月
3
0
日
㈹
一
必
着
一
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
菅
吋
を
讃
い
て
同
市
場

業
務
課
一
〒
2
7
3
巾
場
1
～
8
～
1

℡
㊧
1
1
5
1
内
線
5
2
6
一
へ

就

業

構

造

基

本

調

査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

総
務
庁
統
計
局
に
よ
る
就
業
構

造
基
本
調
査
が
、
9
年
1
0
月
1
日

現
在
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
就
業
・
不
就
業

の
実
態
を
把
握
し
、
雇
用
対
策
な

ど
の
施
策
を
考
え
て
い
く
た
め
の

基
礎
資
料
と
な
る
調
査
で
、
対
象

と
な
る
の
は
全
国
で
約
4
3
万
世
帯
、

船
橋
市
で
は
約
1
2
0
0
世
帯
の

1
5
歳
以
上
の
人
で
す
。

選
ば
れ
た
世
帯
に
は
、
9
月
下

旬
に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
合
せ
情
報
管
理
課
℡
⑳
2
0

6

4

へ
健
康
・
福
祉
関
連
サ
ー
ビ
ス

需

要

実

態

調

査

に

ご

協

力

く

だ

さ

い

厚
生
省
で
は
、
1
0
月
1
日
㈱
を

調
査
日
と
し
て
全
国
1
．
－
一
斉
に
健
康

や
福
祉
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま

す
。
調
査
の
対
象
に
な
っ
た
世
帯

に
は
、
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
合
せ
船
橋
保
健
所
℡
⑪
4
1

9

1

へ

高
齢
者
初
級
ワ
ー
プ
ロ
講
習

□
日
時
1
0
月
1
5
日
㈱
～
1
7
日
㈲
午

前
1
0
時
～
午
後
3
時
　
会
場
視
聴

覚
セ
ン
タ
ー
対
象
市
内
在
住
の

6
0
歳
以
上
の
人
　
定
員
2
0
人
一
多

数
は
抽
せ
ん
一
費
用
無
料
　
申

込
み
9
月
2
2
日
㈱
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い

て
㈱
船
橋
市
生
き
が
い
福
祉
事
業

団
（
〒
2
7
3
湊
町
2
～
1
2
～
7
℡
⑮

1

2

5

5

一

へ

身
障
者
編
み
物
教
室

□
日
時
9
月
3
0
日
～
1
1
月
1
8
日
毎

週
㈹
午
前
1
0
時
～
正
午
　
会
場
身

体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
容

二
本
針
に
よ
る
ベ
ス
ト
、
小
物
等

の
製
作
　
対
象
自
力
で
全
回
参
加

で
き
る
人
　
定
昌
先
着
8
人
　
材

料
費
実
費
　
申
込
み
同
セ
ン
タ
ー

℡
⑮
1
2
6
8
、
囲
⑳
1
2
6
9
へ

千
葉
県
看
護
協
会

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ロ
日
時
9
月
1
9
日
⑨
午
後
1
時
～

4
時
　
会
場
千
葉
ポ
ー
ト
ア
リ
ー

ナ
（
千
葉
市
）
　
内
容
「
ケ
ア
の

時
代
・
看
護
の
質
の
向
上
と
経
済

評
価
を
め
ぐ
っ
て
」
　
入
場
無
料

問
合
せ
同
会
℡
0
4
3
・
2
1
5
・

1

7

4

4

へ

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

と

の

会

食

交

流

会

船
橋
市
生
活
学
校
で
は
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
を
対
象

に
、
手
作
り
料
理
で
の
会
食
交
流

会
を
行
い
ま
す
。
電
話
で
申
し
込

み
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
日
程
・
会
場
①
1
0
月
1
日
㈱
凸

聖
心
野
ム
‥
公
民
館
②
3
日
③
凸
松

が
丘
公
民
館
③
8
日
㈱
凸
葛
飾
公

民
館
④
1
4
日
㈹
凸
東
部
公
民
館
⑤

2
8
口
㈹
旦
面
公
民
館
　
時
間
午

前
1
1
時
3
0
分
～
午
後
2
時
　
申
込

み
①
藤
井
安
子
℡
⑮
4
1
8
9
②

丸
林
豊
子
℡
㊥
4
3
4
7
③
中
台

千
枝
子
℡
⑳
8
3
3
1
④
喜
多
川

知
慮
℡
⑮
6
6
0
8
⑤
黒
田
洋
子

℡

⑳

2

3

0

3

へ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
募
集

□
内
容
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の

身
体
介
護
、
家
事
援
助
　
勤
務
日

時
過
5
日
、
午
前
7
時
～
午
後
7

時
の
う
ち
7
時
間
勤
務
　
対
象
原

則
と
し
て
市
内
在
住
の
嬰
成
未
満

の
人
で
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成

研
修
3
級
課
程
以
上
を
修
了
し
て

い
る
か
、
同
程
度
の
資
格
を
持
っ

て
い
る
人
　
募
集
人
員
若
干
名

採
用
予
定
日
1
1
月
1
日
以
降
　
申

込
み
9
月
3
0
円
㈹
ま
で
に
直
接
㈲

船
橋
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
公
社
一
〒

2
7
3
湊
町
2
～
1
2
～
2
4
湊
町
日
本
橋

ビ
ル
4
階
℡
⑮
2
8
3
2
一
へ

高
齢
者
・
障
害
者
を
雇
用
し
た

事
業
主
へ
雇
用
奨
励
金
を
支
給

口
対
象
○
公
共
職
業
安
定
所
の
あ

っ
旋
で
、
市
内
在
住
の
高
齢
者
一
5
5

歳
以
上
6
5
歳
未
満
）
ま
た
は
心
身

障
害
者
を
雇
用
し
た
市
内
事
業
所

の
事
業
主
　
○
労
働
協
約
か
就
業

規
則
等
で
定
年
年
齢
を
5
5
歳
以
上

に
定
め
て
い
る
市
内
の
事
業
所
で

定
年
後
も
市
内
在
住
の
人
を
継
続

し
て
雇
用
し
た
事
業
主
※
今
回
は

平
成
8
年
4
月
～
9
年
8
月
ま
で

の
雇
用
が
対
象
　
交
付
金
対
象
の

労
働
者
一
人
に
つ
き
月
額
1
万
5

5
0
0
円
　
交
付
期
間
雇
用
月
の

翌
月
か
ら
1
2
か
月
　
申
込
み
9
月

1
9
日
③
～
3
0
日
㈹
に
商
工
振
興
課

℡

⑲

2

4

7

7

へ

経
営
セ
ミ
ナ
ー
「
笑
い
が

招
く
商
売
繁
盛
策
」

□
日
時
1
0
月
2
2
日
㈱
午
後
1
時
5
0

分
～
　
会
場
船
橋
商
工
会
議
所

講
師
林
家
久
蔵
氏
（
落
語
家
）

定
員
8
0
人
　
入
場
無
料
　
申
込
み

同
会
議
所
℡
⑮
8
2
1
1
へ

金
融
説
明
会
「
実
践
l
・
金
融

機
関
か
ら
の
資
金
調
達
法
」

ロ
日
時
1
0
月
⊥
5
日
㈱
午
後
1
時
5
0

分
～
　
会
場
船
橋
商
工
会
議
所

講
師
古
谷
今
朝
衛
氏
亭
小
企
業

診
断
士
）
　
定
員
8
0
人
　
入
場
無

料
　
申
込
み
同
会
議
所
℡
⑮
8
2

1

1

へ

千
　
葉
　
矯
　
正
　
展

口
日
時
9
月
2
7
日
出
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
、
2
8
日
㈲
午
前
9
時
～

正
午
　
会
場
千
葉
刑
務
所
一
千
薬

市
一
内
容
刑
務
所
に
お
け
る
矯

正
教
育
の
紹
介
、
性
格
診
断
、
全

国
刑
務
所
製
品
の
展
示
・
即
売
ほ

か
　
問
合
せ
千
葉
刑
務
所
℡
0
4

3

・

2

3

2

・

6

0

7

9

へ

技
　
能
　
検
　
定
　
を

受

け

て

み

ま

せ

ん

か

誇
り
あ
る
「
技
能
士
」
と
し
て

充
実
し
た
仕
事
を
す
る
た
め
の
技

能
検
定
試
験
で
す
。

□
受
付
日
時
9
月
2
9
日
㈱
～
1
0
月

1
3
日
㈱
生
前
9
時
3
0
分
～
午
後
1

時
3
0
分
　
問
合
せ
詳
し
く
は
千
葉

県
職
業
能
力
開
発
協
会
℡
0
4
3
・

2

9

6

・

1

1

5

0

へ

自
然
を
観
察
し
よ
う

□
日
時
1
1
月
2
日
㈱
午
前
9
時
3
0

分
モ
ノ
レ
ー
ル
ユ
ー
カ
リ
が
丘
線

中
学
校
駅
前
集
合
～
牛
後
3
時
※

小
雨
決
行
　
コ
ー
ス
小
竹
川
周
辺

と
台
地
一
約
5
k
m
）
　
講
師
岩
瀬

徹
氏
（
†
薬
県
生
物
学
会
副
会

長
一
、
小
倉
正
一
氏
ほ
か
　
定
員

4
0
人
（
多
数
は
抽
せ
ん
一
費
用

無
料
　
申
込
み
1
0
月
1
5
日
㈱
一
必

着
一
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
ロ
イ
を
書
い

て
㈲
印
旛
沼
環
境
基
金
一
〒
2
8
5
佐

倉
市
宮
小
路
町
1
2
℡
0
4
3
・
4

8

5

・

0

3

9

7

一

へ

県
民
体
育
大
芸
冬
季

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技

□
日
時
1
1
月
2
9
日
田
午
前
9
時

～
　
会
場
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
新

松
戸
　
（
松
戸
市
）
　
※
日
時
・
会

場
は
予
定
で
す
　
対
象
高
校
生

以
上
　
申
込
み
・
問
合
せ
船
橋

市
ス
ケ
ー
ト
協
会
・
根
本
℡
⑬

1

2

8

4

へ

県
国
際
総
合
水
泳
場
（
習

志
野
市
）
か
ら
お
知
ら
せ

1
0
月
4
日
田
、
5
日
㈲
は
、

ウ
ー
マ
ン
ズ
・
ス
イ
ム
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
9
7
開
催
た
め
、
プ
ー
ル
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
一
般
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
大
会

の
観
覧
は
自
由
に
で
き
ま
す
。

1
0
月
1
0
日
胤
は
、
無
料
開
放

日
で
す
。
※
駐
車
場
は
有
料

□
問
合
せ
県
国
際
総
合
水
泳
場

℡

㊦

1

5

5

5

へ

日
本
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
協
会

C
級
公
認
審
判
員
養
成
講
座

口
日
時
9
月
2
8
日
㈲
午
前
9
時

～
　
会
場
船
橋
ア
リ
ー
ナ
　
真

用
1
0
0
0
円
　
申
込
み
9
月

2
1
日
㈲
ま
で
に
青
井
℡
⑳
3
0

4

1

へ

レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

ロ
日
時
1
0
月
1
日
～
1
2
月
毎
週

帆
、
㈱
、
㈹
、
㈲
①
午
前
9
時

3
0
分
～
②
午
前
1
1
時
1
0
分
～
③

午
後
1
時
3
0
分
～
※
各
9
0
分
。

③
は
㈱
、
㈹
の
み
　
ク
ラ
ス
○

㈹
、
働
◇
初
級
、
中
級
○
㈱
凸

初
心
者
、
中
・
上
液
○
㈹
凸
初

心
者
　
会
場
国
家
公
務
員
船
橋

体
育
セ
ン
タ
ー
　
（
行
田
2
）

対
象
市
内
在
住
、
在
勤
の
人

定
員
各
ク
ラ
ス
先
着
柏
0
人
　
費

用
1
万
4
0
0
0
円
※
保
険
料

含
む
　
申
込
み
同
セ
ン
タ
ー
℡

⑳
1
3
0
1
へ
※
㈲
休
館

秋
季
市
民
弓
道
大
会
〓
般
）

□
日
時
1
0
月
1
0
日
㈲
午
前
9
時

3
0
分
～
※
受
け
付
け
は
9
時
1
0

分
ま
で
　
会
場
運
動
公
園
弓
道

場
　
種
目
個
人
戦
、
団
体
戦

対
象
市
内
在
住
、
在
勤
の
人
※

学
生
は
除
く
　
費
用
無
料
　
申

込
み
当
日
自
由
参
加

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談

口
日
時
9
月
1
8
日
㈹
午
後
1
時
～

4
時
　
会
場
西
部
公
民
館
　
問
合

せ
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
中
山
支

部
℡
①
1
7
5
5
へ

外
国
人
の
た
め
の
相
談
窓
口

船
橋
市
国
際
親
善
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
等

で
お
こ
た
え
し
ま
す
。

口
日
時
毎
週
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後

4
時
　
会
場
市
役
所
2
階
2
0
2

会
議
室
※
電
話
相
談
は
℡
⑳
2
9

5
3
へ
　
問
合
せ
国
際
交
流
課
℡

⑳

2

0

8

3

へ

借
地
借
家
の
無
料
相
談

口
日
時
9
月
2
7
日
田
午
後
1
時
～

4
時
　
会
場
中
央
公
民
館
※
契
約

書
類
な
ど
が
あ
れ
ば
持
参
　
問
合

せ
借
地
借
家
人
組
合
千
葉
県
連
合

会
℡
⑰
1
6
3
4
へ

移
動
暴
力
相
談
所

□
日
時
9
月
目
白
㈱
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時
　
会
場
県
東
葛
飾
支
庁

（
松
戸
市
）
　
内
容
暴
力
団
に
よ

る
不
法
行
為
に
つ
い
て
　
問
合
せ

㈲
千
葉
県
暴
力
団
追
放
県
民
会
議

℡

0

4

3

・

2

5

4

・

8

9

3

0

へ

不
動
産
の
取
引
、
測
量
、
登
記

な
ど
に
関
す
る
無
料
相
談

□
日
時
毎
月
第
1
・
3
㈹
午
後
1

時
～
4
時
　
会
場
市
役
所
2
階
相

談
コ
ー
ナ
ー
問
合
せ
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
、
土
地
家
屋
調
査
士

会
、
司
法
書
士
会
各
船
橋
支
部
℡

⑳

1

1

5

9

へ

女

性

水

泳

教

室

口
日
時
1
0
月
1
日
～
日
月
2
8
日

毎
週
㈹
、
㈱
、
腺
の
い
ず
れ
が

午
前
1
0
時
～
正
午
　
会
場
国
家

公
務
員
船
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

（
行
田
2
）
　
対
象
市
内
在
住
、

在
勤
で
健
康
な
人
　
コ
ー
ス
○

㈹
コ
ー
ス
※
1
0
月
1
4
日
、
日
月

4
日
、
2
5
日
を
除
く
革
初
心
者

○
㈱
コ
ー
ス
※
1
0
月
2
9
日
、
1
1

月
5
日
、
2
6
日
を
除
く
凸
中
級

者
　
（
2
0
m
く
ら
い
泳
げ
る
人
）

○
㈲
コ
ー
ス
※
1
0
月
柏
日
、
3
1

日
を
除
く
¢
上
紙
者
（
3
種
白

2
5
m
泳
げ
る
人
）
　
章
用
㈹
コ

ー

ス

6

2

5

0

円

、

㈱

コ

ー

ス

7

5

0

0

円

、

働

コ

ー

ス

8

7

5
0
円
　
申
込
み
同
セ
ン
タ
ー

℡
⑳
1
3
0
1
へ
※
㈲
休
館

秋
季
市
民
ペ
タ
ン
ク
大
会

□
日
時
1
0
月
1
9
日
㈲
午
前
8
時

～
午
後
4
時
　
会
場
夏
見
台
ス

ポ
ー
ツ
広
場
　
対
象
市
内
在

住
・
在
勤
、
ペ
タ
ン
ク
協
会
会

員
　
乗
用
1
人
3
0
0
円
　
申

込
み
1
0
月
1
2
日
㈲
（
必
着
）
ま

で
に
、
ハ
ガ
寺
に
チ
ー
ム
名
、

代
表
者
の
氏
名
・
電
話
番
号
、

参
加
者
全
員
の
氏
名
を
書
い
て

小
森
美
飯
（
〒
2
7
3
本
町
5
～
1
1

～

1

0

℡

⑳

4

5

3

7

）

　

へ

市
民
卓
球
大
会
（
団
体
戦
）

L
日
時
1
0
月
1
2
日
㈲
午
前
9
時

～
　
会
場
運
動
公
園
体
育
館

種
目
一
般
男
女
、
高
校
男
女
※

選
手
5
人
登
録
可
　
費
用
1
チ

ー
ム
3
0
0
0
円
※
高
校
は
2

0
0
0
円
　
申
込
み
9
月
2
9
日

鳳
ま
で
に
、
費
用
を
準
え
て
直

接
船
橋
市
卓
球
協
会
事
務
局

（

〒

2

7

3

本

町

1

～

1

～

2

パ

ー

ル
地
下
名
店
街
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ

オ
オ
ヤ
内
℡
⑳
1
2
6
8
）
　
へ

〇日分のクルマは自分で守りましょう　○クルマの保守管理はドライバーの責任です　○運転席に座

っての点検、エンジンルームをのぞいての点検、クルマのまわりを回っての点検も忘れずに
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∴
」
利
用
く
だ
さ
い
自
動
血
圧
計

保
健
好
一
士
一
に
よ
る
健
康
相

談
も
併
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

口
設
置
場
所
保
健
指
導
課
、
東
部

保
健
セ
ン
タ
ー
、
北
部
保
健
セ
ン

タ
ー
利
用
時
間
㈲
～
胤
午
前
9

時
～
午
後
5
時
　
費
用
無
料
　
問

合
せ
保
健
指
導
課
へ

健
康
手
帳
を
差
し
上
げ
ま
す

健
診
結
果
や
身
体
の
変
化
等
を

記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

□
対
象
4
0
～
6
9
歳
の
人
※
老
人
医

療
を
受
け
て
い
な
い
人
　
交
付
場

所
成
人
健
康
相
談
会
場
ま
た
は
保

健
指
導
課
窓
口
へ

成
人
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
相
談

℡

0

4

7

4

⑲

2

3

8

8

口
日
時
毎
週
㈲
～
竿
前
9
時
3
0

分
～
1
1
時
3
0
分
、
午
後
1
時
～
4

時
※
㈲
、
㈱
を
除
く
　
内
容
保
健

婦
壬
一
が
、
成
人
病
の
予
防
や

日
常
生
活
上
の
空
息
な
ど
健
康
全

般
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

在
宅
で
療
養
し
て
い
る

方

を

支

援

し

ま

す

保
健
婦
一
士
一
な
ど
が
、
ね
た

き
り
で
療
養
し
て
い
る
家
庭
を
訪

問
。
健
康
状
態
の
観
察
や
日
常
生

活
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
家
庭
訪
問
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

□
問
合
せ
保
健
指
導
課
へ

難
病
患
者
援
助
金

登
　
録
　
者
　
の
　
方
　
へ

平
成
9
年
度
上
期
分
の
難
病
患

者
援
助
金
に
必
要
な
書
類
一
診
断

讃
等
一
は
、
9
月
2
2
日
㈱
に
発
送

す
る
予
定
で
す
。
届
か
な
い
場
合

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
問
合
せ
健
康
管
理
課
へ

あ

な

た

の

骨

密

度

を

測

っ

て

み

ま

せ

ん

か

□
対
象
市
内
在
住
の
2
0
歳
以
上
の

人
※
1
年
前
に
受
け
た
人
も
可

会
場
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
㈲
～

③
一
、
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
一
㈱
、

㈱
一
申
込
み
9
月
2
5
日
㈱
一
必

着
一
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
一
往
信

用
）
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
希
望
会
場
を
讃
い
て

保
健
指
導
課
へ
※
後
日
、
日
時
を

連
絡
し
ま
す
。
返
信
用
に
は
何
も

書
か
な
い
で
く
だ
さ
い

マ
マ
に
な
る
た
め
の
教
室

口
対
象
・
日
程
・
内
容
0
1
1
月
、

1
2
月
に
山
岸
予
定
の
人
3
1
0
月
2

日
㈱
「
分
べ
ん
の
経
過
と
補
助
動

作
」
ほ
か
、
9
日
㈱
「
赤
ち
ゃ
ん

の
も
く
浴
」
ほ
か
　
0
1
0
年
2
月
、

3
月
出
産
予
定
の
人
凸
1
0
月
1
6
日

㈱
「
妊
娠
の
生
理
と
生
活
」
ほ
か
、

2
3
日
㈱
「
妊
婦
体
操
」
ほ
か
※
い

ず
れ
も
初
め
て
出
産
す
る
人
　
会

場
中
央
・
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
※

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
　
崎
間
①

午
前
9
時
5
0
分
～
i
E
午
②
午
後
1

時
2
0
分
～
3
時
3
0
分
　
申
込
み
中

央
保
健
セ
ン
タ
ー
希
望
の
人
は
保

健
指
導
課
へ
、
東
部
保
健
セ
ン
タ

ー
希
望
の
人
は
同
セ
ン
タ
ー
℡
⑳

1

3

8

3

へ

老
　
人
　
介
　
護
　
教
　
室

口
日
時
9
月
2
6
日
働
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
　
会
場
テ
ル
ウ
ェ

ル
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
一
習
志
野
1
一

内
容
車
い
す
へ
の
移
動
の
仕
方
ほ

か
　
定
員
先
着
2
0
人
　
申
込
み
在

宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
℡
⑳
2
5
5
1

テ
ル
ウ
ェ
ル
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
℡
⑭

4

1

6

5

へ

市
内
の
銭
湯
で
は
、
今
月
の
2
6
日

”
レ
モ
ン
湯
″
を
実
施
し
ま
す
。

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
す
月
実
施
分
一

離
乳
食
実
演
教
室

□
日
時
9
月
2
4
日
㈱
牛
後
1
時
3
0

分
～
2
時
3
0
分
※
受
け
付
け
は
午

後
1
時
～
　
会
場
北
部
保
健
セ
ン

タ
ー
対
象
生
後
3
か
月
～
6
か

月
児
　
費
用
無
料
　
申
込
み
9
月

2
2
日
㈲
ま
で
に
電
話
で
同
セ
ン
タ

ー

℡

⑲

7

6

0

0

へ

胃
が
ん
の
休
日
検
診

［
日
時
⊥
0
月
1
9
日
㈱
午
前
9
時
～

正
午
　
会
場
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
問
診
と
Ⅹ
線
間
接
掘
影
　
対

象
4
0
歳
以
上
の
市
民
で
、
平
日
仕

事
な
ど
で
受
診
で
き
な
い
人
　
定

員
先
着
1
0
0
人
　
費
用
無
料

申
込
み
9
月
3
0
口
㈹
一
必
着
一
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
「
胃
が

ん
の
休
日
検
診
申
し
込
み
」
と
書

い
て
健
康
管
理
課
へ

幼
児
健
康
検
査
一
1
0
月
一

▼
1
歳
6
か
月
児
健
康
診
査
　
8

年
3
月
生
ま
れ
の
子

但
し
、
地
区
に
よ
っ
て
は
9
月
の

健
診
に
な
り
ま
す
。

［
問
合
せ
保
健
指
導
課
へ

蘭
該
当
す
る
家
庭
に
は
問
診
票
を

送
り
ま
す
が
、
8
月
以
降
に
転
入

し
た
人
や
問
診
票
の
届
か
な
い
人

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

口
日
時
9
月
2
7
日
拙
午
後
1
時
～

4
時
　
会
場
千
葉
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
　
費
用
無
料

聞
合
せ
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
℡

0

4

3

・

2

2

5

・

4

5

6

7

へ

□
日
程
・
会
場
下
表
　
受
付
時
間

午
後
2
時
～
3
時
3
0
分
（
厳
守
）

対
象
生
後
3
が
月
～
9
0
か
月
末
満

の
人
※
ポ
リ
オ
は
2
回
投
与
で
す
。

2
日
目
は
1
回
白
か
ら
6
週
間
以

上
経
過
の
こ
と
　
持
ち
物
母
子
健

康
手
帳
、
予
防
接
種
手
帳
　
（
当
日

会
場
に
も
有
り
）
、
筆
記
用
目
㌢

ス
リ
ッ
パ
　
受
け
ら
れ
な
い
人
発

熱
し
て
い
る
人
、
下
痢
を
し
て
い

る
人
、
急
性
疾
患
に
か
が
り
病
状

が
著
し
く
重
い
人
、
ス
ト
レ
プ
ト

マ
イ
シ
ン
・
エ
リ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン

で
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
し
や
す
い

人
、
4
週
間
以
内
に
生
ワ
ク
チ
ン

（
麻
し
ん
・
風
し
ん
・
お
た
ふ
く

が
ぜ
・
B
C
G
等
）
を
受
け
た
人
、

1
週
間
以
内
に
不
活
化
ウ
ク
テ
ン

（
三
種
混
合
二
一
種
混
合
・
日
本

脳
炎
）
を
受
け
た
人
、
抗
が
ん
剤
・

副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
を
使
っ
て
い

る
人
、
免
疫
不
全
・
無
ガ
ン
マ
ー

グ
ロ
ブ
リ
ン
血
症
・
先
天
性
胸
腺

形
成
不
全
の
人
、
そ
の
他
医
師
が

不
適
当
と
判
断
し
た
人
　
保
護
者

の
方
へ
事
前
に
予
防
接
種
手
帳
を

よ
く
読
ん
で
、
接
種
日
に
は
必
ず

体
温
を
計
っ
て
く
だ
さ
い
。
必
要

に
よ
り
前
日
か
当
日
に
健
康
診
断

を
受
け
て
く
だ
さ
い
　
問
合
せ
健

康
管
理
課
へ

ポリオ生ワクチン投与日程表

実　 施　 会　 場 実施日

薬 円 台 公 民 館 16 日㈹

習志野台団地5街区集会所 16 巨既 ）

l行掴 酢 冊 酎階集会所 17日（水）

法　 典　 公　 民　 館 竹白（水

葛　 飾　 公　 民　 館 18日（木）

北　 部　 公　 民　 館 18日休）

中央 保健 セ ンタ ー 19日㈲

北部 保健 セ ンタ ー 2 2日（月）

l芝 山 団 地 集 会 所 2 2［］胴）

東　 部　 公　 民　 館 2 4日（水）

l 三 山 小 学 校 2 4日㈱

夏　 見　 公　 民　 館 2 5日（杓

八 木 が 谷 公 民 館 2 5日（木

緑 台 町 会 会 館 2 5日休）

東 部 保健 セ ンター 26 日働

中央 保健 セン ター 29 日㈲

※各会場には駐車場がありません

●印の会場ではスリッパが必要です

各
種
講
座
に
ご

参
加
く
だ
さ
い

健
康
講
座
「
骨
粗
し
ょ
う
症
に

な

ら

な

い

た

め

に

」

□
日
時
1
0
月
2
3
日
㈱
、
午
後
1
時

3
0
分
～
3
時
3
0
分
、
3
0
日
㈱
午
前

⊥
0
時
～
午
後
0
時
3
0
分
　
会
場
北

部
保
健
セ
ン
タ
ー
内
容
医
師
な

ど
に
よ
る
講
話
、
実
習
ほ
か
　
定

員
先
着
4
0
人
　
申
込
み
同
セ
ン
タ

ー
℡
⑲
7
6
0
0
へ
※
骨
密
度
測

定
は
あ
り
ま
せ
ん

健
康
講
座
「
大
腸
が
ん
に

な
ら
な
い
た
め
に
」

口
日
時
1
0
月
3
日
③
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
　
会
場
中
央
保
健

セ
ン
タ
ー
内
容
医
師
、
保
健
婦

に
よ
る
講
話
ほ
か
　
定
員
先
着
4
0

人
　
費
用
無
料
　
申
込
み
保
健
指

導
課
へ健

康
講
座
「
老
い
を
考
え
る

～
心
と
体
の
健
康
管
理
～
」

□
日
時
1
0
月
⊥
7
日
、
2
4
日
各
㈲
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
　
会
場

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
内
容
医
師

な
ど
の
講
話
、
映
画
　
定
員
先
着

4
0
人
　
費
用
無
料
　
申
込
み
保
健

指
導
課
へ

介
護
講
座
「
食
事
、
栄
養
」

ロ
日
時
9
月
⊥
8
日
㈱
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
　
会
場
在
宅
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
（
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

内
一
内
容
高
齢
者
の
栄
養
の
特

徴
と
食
事
介
助
　
対
象
高
齢
者
を

介
護
す
る
予
定
の
人
　
定
員
先
着

2
0
人
　
費
用
無
料
　
聞
合
せ
同
セ

ン
タ
ー
℡
⑳
2
5
5
1
へ

基 本 健 康 診 査 （集 団 ） 日程 表　　 別 莞 重 ん が 望 □ 行 個 彗 森 再 と 墾 7 に け キ す

l 会　 場 ‾「 ．－、‾‾　 実 施．日 呂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 又 、 で る　 平　 各 平

中央保健センター

10／7脚、13（凱 3 1膣）

‖／11的、2 7（軋 28位）

12／9因、15（臥 22（剛

1／12（臥 23塩）

東部保健センター

10／2 1㈹、30休）

11／12休）、26（水）

12／3（水）、16㈹

1！20㈹

北部保健センター 11／10（月） 12！8（月）

一　　　　　　　　 ＜ 検 診 名 ・会 場 ＞　　　　　　　　 壬 羞夏　 見　公　 民　館 10／‘23休）

高　 根　公　 民　館 10／′15（水）、 1ノ2 1（水）

検 診 名 基本健康審査 胃がん検診 乳 がん検診 子宮がん検診 生 ∵

吉 宗

志 望

璃

浜　 呵　公　 民　館 11／20（木）

三 田　公　 民　館 12／4（札 25㈱ 実　 施

期　 間 10月～ 1月 4 月～ 1 月
個別⇒ 4 月～ 1 月
集団く〉5 月∴－12 月
講義已〉5 月′）12 月

習志野台公民館 10／24栓）、11／5（水）、 1／′14（水）

西　 部　公　 民　館 10／′29（水）、 1／16（金

対　 象 満40～49歳 満40 歳以上 満30 歳以上法　 典　公　 民　館 11／19（水）

北　 都　公　 民　館 12／17（水）

会　 場 別表

保健 センター

（中央 ・東部 ・

北部）

公民館 （丸山 ・

、ノ±‘　　†

初めての人

⇔中央保健 セン

ター （集 団）

‾‾‾う．Jつヽ

個 別⇔市内協力 医療機関

集 団［〉中央保健 センター

二　 和　公　 民　館 10／17（軋 11／ワ（金

海老が作公民館 11．／18鵬、12／19働、 1／22㈹

小　 室　公　 民　館 11！′25鵬

八木が谷公民館 10／14栂、12′／24（水）、 1′113㈹ 渦老 力作 ・八木

が谷 ・小 室 ・三

□美 ・新高 根）

当市の受診 経験

のある人

E〇市内協力 医療

［機関 （個別 ）

講義会 場は保健セ ンター

（中央 ・東部）

　　（　　　′話
馨 董

～　 い

飯 山 満 公 民 館 11！4栂、12′ノ′2栂

丸　 山　公　民　 館 10！16休）、 1／8㈱
※集箇検診の みです

塚　 田　公　民　 館 11／14（全） 12／′10（水

申 し込

※7 年度、8 年度に受診、または、すでに申し込み済みの人は必要ありません宮　本　 公　民　 館 11／27㈱

三　嘆　 公　民　 館 10／28的、12／5⑪ （呵会、自治会 、休日検診受診者は申し込みをしてください）

新 高 棍 公 民 館 10／22（軋 1／9（劫 み に つ

いて ※子宮がん個別検診の講義を受講して検診を受けなかった人は 「講義受講済み」と書い
佃 て

基 墓

へ 窯

葛　飾　 公　民　 館 12／12（創
て再度申し込んでください

薬 円 台 公 民 館 一・一…1
12！18休）

※成人病検診 （満50歳以上）については、毎月誕生月の初めに受診券を送付しますので、申し込み松 が 丘 公 民 館 12／11休）

※各会場には馬主車場がありません は必要ありません

‥
十
‥
可
華
．
ハ
針
山
㌫

▽
バ
ザ
ー
9
月
2
7
日
田
午
前

9
時
3
0
分
～
1
1
時
4
5
分
／
手
作

り
品
、
日
用
雑
貨
、
古
着
、
模

擬
店

℡

㊨

7

8

2

7

▽
防
災
訓
練
　
9
月
2
6
日
㈲
午

後
3
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分
／
避

難
訓
練
、
起
震
車
に
よ
る
地
震

体
験
※
雨
天
は
起
震
車
中
止
／

小
学
生
以
上
／
当
日
自
由
参
加

ー
ヤ
の
冒
険
』
　
／
幼
児
（
保
護

者
同
伴
）
以
上
／
当
日
自
由
参
加

畠
門
恩
聞
恩
田

▽
色
画
用
紙
で
つ
く
る
お
面

9
月
2
8
日
㈲
午
前
1
0
時
～
1
1
時

3
0
分
／
小
学
生
（
1
・
2
年
生

は
保
護
者
同
伴
）
先
着
1
5
人
／

費
用
5
0
円
／
費
用
を
添
え
て
直

接
申
し
込
み

題
招
閻
㈲
開
聞
且

▽
み
ん
な
で
映
画
を
み
よ
う

9
月
2
6
日
胤
午
前
1
0
時
3
0
分
～

正
午
／
『
ア
リ
サ
～
ヒ
ト
か
ら

人
間
へ
の
記
録
～
』
　
／
上
ば
き

持
参
／
当
日
自
由
参
加

℡

⑳

0

8

1

3

℡

0

4

7

・

3

3

3

・

2

0

0

7

▽
一
輪
車
講
習
会
　
1
0
月
4
日
、

1
1
日
各
田
午
後
2
時
～
4
時
／

両
日
参
加
で
き
る
小
学
生
先
着

2
0
人
／
1
0
月
1
日
㈱
ま
で
に
直

接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

圭
‥
工
定
冊
同
．
H
．
川
中

▽
ア
ニ
メ
を
見
よ
う
　
9
月
2
1

日
㈲
午
前
1
1
時
～
／
『
ミ
ッ
キ

ー
マ
ウ
ス
と
魔
法
の
帽
子
』
ほ

か
／
当
日
自
由
参
加
※
幼
児
は

保
護
者
同
伴

㍉
「
誓
・
甘
心
且

▽
映
画
会
　
9
月
の
日
田
午
後

2
時
～
3
時
3
0
分
／
『
ミ
ッ
キ

ー
マ
ウ
ス
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ

ー
』
　
『
ス
ノ
ー
マ
ン
』
　
『
ト
ム
ソ

▽
将
棋
を
お
そ
わ
う
う
　
9
月

2
0
日
田
午
後
2
時
～
3
時
／
小

学
生
以
上
先
着
1
0
人
／
直
接
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
み

畠

恩

閲

甘

且

▽
運
動
会
で
あ
そ
ぽ
う
　
相
月

2
日
㈱
午
前
1
0
時
3
0
分
～
1
1
時

3
0
分
／
親
子
体
操
、
追
い
か
け

玉
入
れ
は
が
／
3
歳
以
上
の
幼

児
の
親
子
／
先
着
2
0
組
／
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

▽
ち
び
っ
こ
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
②

1
0
月
8
日
㈱
午
前
1
0
時
3
0
分
～

1
1
時
3
0
分
／
親
子
で
楽
し
む
体

操
・
ダ
ン
ス
、
簡
単
パ
ズ
ル
づ

く
り
／
教
室
に
入
っ
て
い
な
い

幼
児
の
親
子
先
着
3
0
組
／
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
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写
真
が
と
ら
え
た
ホ
ッ
ト
な
話
題

ニ
ュ
ー
ス

▲家族みんなで参加して体験

しよう　8月31日、総合防災

訓練が中山競馬場古作第二駐

車場をメーン会場に、市内6

か所で行われました。阪神・

淡路大震災を教訓に、地域防

炎無線のネットワークを活用した情報収集・伝達訓練や而医師会等
てい

の協力による医療救護所の対応訓練、陸上自衛隊第一空挺団の協力

を得たヘリコプターによる傷病者の広域搬送訓練など実践的な訓練

を展開。参加した約3700人の皆さんは、いざという時のために

と真剣な表情で、初期消火訓練など体験しました。

士72
′
／9

救
急
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
9
7

ト
今
年
は
「
風
」
が
テ
ー
マ
で
す
　
市
内
の
芸
術

家
5
6
人
か
ら
な
る
美
術
集
団
「
ス
ク
エ
ア
N
E
m
」

の
第
5
回
展
が
9
月
3
日
か
ら
7
日
ま
で
、
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン
ル
を
超

え
て
プ
ロ
・
ア
マ
が
参
加
し
て
い
る
だ
け
に
作
品

も
日
本
画
、
洋
画
、
写
真
、
書
、
切
り
絵
、
陶
芸

な
ど
様
々
。
会
場
に
は
乃
点
の
力
作
が
展
示
さ
れ

訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ば
に
い
る
家
族
や
友
人
が

急
に
呼
吸
停
止
や
心
停
止
に
陥

っ
た
時
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し

た
ち
ょ
い
で
し
ょ
う
か
。

突
然
に
起
こ
っ
た
心
肺
停
止

は
、
一
刻
も
早
く
適
切
な
処
置

を
行
わ
な
い
と
酸
素
欠
乏
に
よ

り
、
脳
に
重
大
な
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
、
た
と
え
心
拍
が
再
開
し

て
も
後
遺
症
を
残
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
場
に
居
合
わ

せ
た
人
が
、
速
や
か
に
人
工
呼

吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行

い
、
医
師
や
救
急
隊
に
引
き
継

げ
ば
、
救
命
率
は
高
ま
り
、
社

会
復
帰
の
道
も
開
け
ま
す
。

今
年
の
救
急
医
療
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
　
『
あ
な
た
も
で
き
る
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
の
3
分
間
～
あ
な

た
の
そ
の
手
が
命
を
救
う
！

～
』
を
テ
ー
マ
に
、
船
橋
市
の

救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
各
方
面
の
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
の
発
言
を
も
と
に
心

そ

肺
蘇
生
法
の
重
要
性
を
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

口
当
日
会
場
で
取
り
上
げ
る
救

急
医
療
に
関
す
る
質
問
を
募
集

し
ま
す
。
9
月
1
9
日
③
（
必
着
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
に
質
問
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
書
い
て
健
康
管

理
課
内
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局

（
〒
晋
町
2
～
坤
上
空
へ

●漬公団舞

4
ノ
す

l
　
ま

マ㍉
ノ

↓
丁

ヽ

し催閲をど
な

展
崇

安

画

楽

西
圭
日
吉

船
橋
市
で
は
ア
メ
リ
カ
ふ
イ

ワ
ー
ド
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
を

初
め
と
し
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
・
オ

ー
デ
ン
セ
市
、
中
国
・
西
安
市
と

も
姉
妹
・
友
好
都
市
交
流
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
教
育

や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野

で
、
草
の
根
の
市
民
外
交
を
支
え

て
き
た
の
が
船
橋
市
国
際
交
流
協

会
で
す
。

今
年
は
、
西
安
市
と
の
友
好
都

市
提
携
3
周
年
、
日
中
国
交
正
常

化
2
5
周
年
お
よ
び
協
会
設
立
1
0
周

年
を
迎
え
、
市
と
協
会
で
は
1
0
月

に
様
々
な
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

西
　
安
　
書
　
画
　
展

西
安
市
の
著
名
な
吉
家
、
両
家

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

□
日
時
1
0
月
1
0
日
㈲
～
1
7
口
㈲
午

前
1
0
時
～
午
後
6
時
※
1
3
日
㈱
を

除
く
、
最
終
日
は
止
午
ま
で
　
会

場
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
入
場
無
料

デ
ン
了
ク
音
楽
祭
～
ア
ン
デ

ル
セ
ン
の
国
を
た
ず
ね
て
～

□
日
時
1
0
月
9
日
㈱
午
後
6
時
3
0

分
開
演
　
会
場
文
化
ホ
ー
ル
　
※

出
演
者
、
入
場
料
等
詳
し
く
は
4

ペ
ー
ジ
・
文
化
ホ
ー
ル
の
欄
を
ご

覧
く
だ
さ
い

西
安
歌
舞
団
来
日
公
演

世
界
4
0
数
か
同
で
公
演
を
行
い
、

好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
今
回
のせ

ん

公
演
で
は
、
唐
代
鳳
の
歌
舞
と
隣

せ
い

西
地
方
の
特
色
豊
か
な
歌
舞
を
披

露
し
ま
す
。

□
日
時
1
0
月
1
0
日
㈲
午
後
6
時
3
0 分

間
演
　
会
場
文
化
ホ
ー
ル
　
定

員
1
0
0
0
人
一
光
着
順
）
　
入

場
無
料
　
申
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
観
覧

希
望
人
数
を
書
い
て
国
際
交
流
課

「
西
安
歌
舞
団
」
係
一
〒
2
7
3
湊
町

2
～
1
0
～
空
　
へ

船
橋
市
国
際
交
流
協
会

設
立
1
0
周
年
記
念
事
業

墾
且
1
0
周
年
に
ち
な
ん
で
、
記

念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

□
日
時
1
0
月
1
1
日
出
午
前
1
0
時
～

会
場
文
化
ホ
ー
ル
お
よ
び
中
央
公

民
館
　
内
容
記
念
式
典
、
国
際
交

流
の
つ
ど
い
、
西
安
歌
舞
団
公
演

ほ
か
　
費
用
2
0
0
0
円
一
協
賛

チ
ケ
ッ
ト
一
問
合
せ
同
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局
℡
⑲
2
0
8
3

一
国
際
交
流
課
内
一
へ

㊥
鯛
軸
錘
錘
は

船
橋
ア
リ
ー
ナ

℡
㊥
5
6
1
－
※
㈲
体

日程　9月27日田

1
0
月
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

初
　
回
　
者
　
講
　
習
　
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
す
る

人
は
、
受
講
が
必
要
で
す
。

□
日
時
左
表
　
内
容
体
力
測
定
お

よ
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
説
明

申
込
み
9
月
2
6
日
㈲
午
前
1
0
時
か

ら
直
接
ア
リ
ー
ナ
へ

時　 間 火 哀
．
葎 丁妄甘

i9 ：30～1「 30 ○

10 ：00～12 ：00 ○

＝ ：00～13 ：00 ○

14 ：00～16 ：00 ○ ○

18 ：00～20 ：00 ○

18 ：30～20 ：30 ○

（
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
）
　
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
4
面
◇
毎
週
㈱
午
前
9
時
～
午

後
9
時

（
弓
道
場
）
　
○
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
㊦

毎
週
㈱
、
皿
午
前
1
0
時
～
午
後
8

時
○
和
弓
凸
毎
週
㈱
、
③
午
前
1
0

時
～
午
後
8
時

リ
ズ
ム
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
室

1
0
月
の
フ
リ
ー
レ
ッ
ス
ン
目

口
日
時
右
下
表
　
内
容
①
リ
ズ
ム

体
操
②
肩
こ
り
・
腰
痛
予
防
体
操

③
サ
ー
キ
ッ
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

④
ダ
ン
ベ
ル
体
操
⑤
リ
ズ
ム
＆
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
※
個
人
利
用
券
を

購
入
し
て
く
だ
さ
い

時　 間
！火】j水 木 金 土

j12 ：00～12 ‥45
①l

13 ：30～1打つ5
】

l ⑦ ③［

15 ：30～16 ：15 ④
l

杵 30～20 つ5 J
［ l ⑤

l

会場　市民文化ホール

時間　午後1時15分～3時30分　入場無料

シンポジスト
よししげ

音山　賀茂（船橋市医師会救急医療担当理事）
こいち

小市　昌夫（公立中学校教諭）

秋本　豊次（市消防局救急救命士）

金　弘（市救命救急センター長）

田上　高平（会社員・四街道市在住）

司会

稲葉　澄子（船橋両生活学校連絡協議会会長）

吉田　幸一郎（船橋市医師会医療システム担当理事）

問合せ　健康管理課　℡⑳2412

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ス
ク
ー
ル

ロ
コ
ー
ス
・
時
間
・
内
容
左
表

費
用
1
か
月
3
6
0
0
円
　
申
込

み
印
鑑
を
持
っ
て
ア
リ
ー
ナ
へ

1

0

月

の

個

人

開

放

日

当
日
、
事
務
所
で
受
け
付
け
後
、

個
人
利
用
券
を
購
入
し
て
く
だ
さ

い
。
※
利
用
は
2
時
間
単
位
。
予

約
な
し
で
利
用
で
き
ま
す
。

臼 士 金 木 水 火
曜
日

ソ

フ
ト

工

エ
ア
［コ
ビ
ク

［コ
i
イ
ン
ノ†

フ
ア
ン
キ

い

き

い

エ

ア

ロ

ソ

フ
ト

工

二L
フフ
［コ
ビ
ウ

ソ

フ
ト

工

コ

ア

「）
ビ

ク

ニス、
＆
ス
ト
レ

ウ
卜
エ
フフ
［コ
ビ

l
エ
フフ
□
ビ

き

健

康

ピ

ク

ス

ア

［コ
ビ

ウ

ス
＆
ス
ト
し′

ア

［コ
ピ
ケ

1

ス

名ス
C

ソ
チ
B

ク
ス

ク
ス

体

操
1

ス
B

ソ
チ
A

ス
A

至 至 至 午 ± 午 午
後

午
後

丁

時

間

日リ
1 1
日寺

別 Rリ
1 1
時

イ 削 ず 日リ
9 7 9 7 7 1 9

15 埼 15 時 時 時 時 時 時
分 3 0 分 3 0 3 0 3 0 3 0 3 0 3 0
～ 分 ～ 分 分 分 分 分 分
午
後
0
［時

～ 午
後
0
時

～ ～ ～ ～ ～ ～
10 8 10 8 8 2 10
時 時 時 時 時 時 時

15 3 0 15 3 0 3 0 3 0 3 0 3 0 3 0
分 分 分 分 分 分 分 分 分

軽 軽 軽 軽 軽 経
験

軽 軽 軽 レ
′ヾ

い い い い い 者 い い い ル

今
日
9
月
1
5
汀
は
敬
老
の
日
。

市
内
で
も
こ
の
日
を
中
心
に
、

約
4
4
0
か
所
で
敬
老
会
が
閲

か
れ
ま
す
。

市
内
の
最
高
齢
者
は
、
男
性

が
1
0
2
歳
の
地
目
文
貞
さ
ん

芙
穴
南
一
、
女
性
が
1
0
3
歳

の
石
井
つ
き
さ
ん
（
古
和
釜
町
）
。

1
0
0
歳
以
上
の
長
寿
者
は
1
9

人
一
男
1
人
、
女
ュ
8
人
）
お
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
6
5
歳
以
上
の
方
は
5

万

5

3

6

6

人

〈

男

2

万

4

4

1

6

人

、

女

3

万

9

5

0

人

、

平
成
9
年
4
月
現
登
で
、
市

の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
高

齢
化
率
）
が
望
3
㌫
と
初
め

て
1
0
㌫
を
轡
え
ま
し
た
。
ち
な

み
に
千
葉
県
は
望
0
㌫
、
全

国
平
均
は
8
年
1
0
月
の
推
計
で
、

ュ
5
・
1
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
多
年
に
わ
た
り
社

会
に
尺
、
く
し
て
こ
ら
れ
た
皆
さ

ん
へ
の
敬
愛
と
長
寿
を
祝
福
し

て
、
懲
戒
以
上
の
方
々
に
一
人

5
0
0
0
円
の
敬
老
祝
い
金
を
、

ま
た
、
薯
寿
（
7
7
歳
一
、
米
寿

一
8
8
歳
）
、
長
寿
（
8
9
歳
以
上
）

の
方
々
に
町
会
等
を
通
じ
記
念

品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

籾5品競競競スタート　琶（再放送9月28日目芸芸言時酔蓬『監霊、F睾霊6票，讐


